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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の

第
二
次
世
界
大
戦
（
一
九
四
一
ー
一
九
四
五
）
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
戦
後
恐
慌
の
予
想
に
続
き
、
二
回
の
景
気

後
退
（
一
九
四
九
年
と
一
九
五
四
年
）
に
際
し
て
本
格
的
恐
慌
の
到
来
を
説
く
論
者
も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
説
く
所
と
異
な
り
、

第
一
次
大
戦
(
-
九
一
四
ー
一
九
一
八
）
後
の
い
わ
ゆ
る

I
n
t
e
r
,
W
a
r
P
e
r
i
o
d
を
凌
ぐ
経
済
成
長
を
実
現
し
た
と
さ
れ
、
「
史
上
空

2
 

前
」
を
謳
歌
す
る
「
永
久
繁
栄
」
論
さ
え
現
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
甚
礎
資
料
に
基
づ
き
、
そ
の
よ
う
な
経
済
成
長
が
存
在

し
た
か
ど
う
か
、

か
つ
戦
後
の
経
済
成
長
の
態
様
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
牛
ん
で
い
る
か
を
検
討
す
る
。
更

③
 

に
そ
の
よ
う
な
経
済
成
長
の
現
象
す
る
場
に
お
い
て
は
、
「
景
気
対
策
は
陳
腐
化
し
た
か
？
」
と
い
う
戦
後
の
問
題
提
起
に
も
拘
ら
ず
、

第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の
成
長
過
程
は
、
極
め
て
規
則
的
な
循
環
現
象
を
堤
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故
こ
の
戦
後
の
景
気
循
環

の
態
様
を
主
と
し
て
二

0
年
代
と
対
比
し
つ
つ
分
析
し
、

ト

ル

ソ

る
。
勿
論
中
間
的
な
未
完
成
品
と
し
て
批
判
的
検
討
に
資
し
た
い
。

そ
の
過
程
に
内
在
す
る
問
題
の
提
起
を
試
み

①

B. C
a
p
l
a
n
 ~
、
一
九
四
六
ー
四
八
年
に
ア
メ
リ
カ
経
済
の
内
包
し
て
い
た
不
安
に
つ
い
て
、
（
一
）
に
、
戦
後
需
要
の
危
大
な
要
素
が
戦
時
中

の
バ
ッ
ク
ロ
ッ
グ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
繰
延
べ
需
要
の
充
足
後
の
建
設
財
・
耐
久
財
需
要
の
ノ
ー
マ
ル
な
水
準
は
完
全
雇
傭
を
維
持
す
る
の
に
充

瀬

尾

芙

巳

子

若
干
の
特
質
に
つ
い
て



43b 

分
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
点
、
（
二
）
に
、
戦
後
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
が
、
価
格
と
コ
ス
ト
・
価
格
と
購
買
力
と
の
間
の
大
き
な
不
調
整
を
作
り

出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
述
の
問
題
の
重
大
性
を
激
化
し
な
い
か
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

C
a
p
l
a
n

t!
一
九
五

0
年
代
を

A
g
e

o
f
 

Inflation
と
呼
ん
で
こ
の
問
題
は
当
時
と
同
様
今
（
一
九
五
六
年
）
も
尚
存
在
す
る
と
し
て
し
て
い
る
。

(B.
C
a
p
l
a
n
,
 
A
 C
a
s
e
 study, 
t
h
e
 

1
9
4
8
1
1
9
4
9
 R
e
c
e
s
s
i
o
n
,
 
i
n
 Policies 
to 
C
o
m
b
a
t
 
D
e
p
r
e
s
s
i
o
n
,
 
N
B
E
R
 1956. 
p. 
2
7ー
28)A•H•Hansen 

t!
、
巨
大
な
宝
今
物

的
生
産
能
力
、
政
府
の
責
任
あ
る
財
政
管
理
能
力
、
高
所
得
に
よ
る
個
人
。
会
社
の
貯
菩
能
力
の
大
き
さ
が
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
↓
崩
壊
の
危
機

を
避
け
得
る
で
あ
ろ
う
と
し
、
は
る
か
に
楽
観
的
な
見
解
を
以
て
い
る
が
、

(A.
H
a
n
s
e
n
,
 T
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
,
 1957. 
p. 
2
2
 p. 

42)

イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
問
題
は
、
つ
ね
に
ア
メ
リ
カ
経
済
を
脅
威
す
る
よ
'
E
i
n

G
e
s
p
e
n
s
t
"

で
あ
る
。

P.
A
.
 S
a
m
u
e
l
s
o
n
も
、
「
高

水
雖
の
概
傭
と
安
定
的
物
価
と
の
問
の
矛
盾
」
を
一
九
五
六
年
に
大
い
に
強
調
し
て
い
る
。

(P.A.
S
a
m
u
e
l
s
o
n
,
 i
n
 
T
h
e
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of 

E
i
s
e
n
h
o
w
e
r
,
 A
.
 S
y
m
p
o
s
i
u
m
,
 
T
h
e
 R
e
v
i
e
w
 o
f
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
 a
n
d
 Statistics, 
N
o
v
e
m
b
e
r
 1
9
5
6
.
 p. 
373) 

図

A
•
H
•
H
a
n
s
e
n
ll
よ
れ
ば
、
「
第
一
次
大
戦
後
に
ほ
停
滞
が
、
第
1

一
次
大
戦
後
に
は
拡
張
と
成
長
が
伴
っ
た
。
こ
の
相
違
は
何
故
で
あ
る
か
？
」

(A•Hansen,0p. 

cit. 
p.l} 
H
a
n
s
e
n
 
u
よ
れ
ば
、
第
二
次
大
戦
後
の
成
果
は
一
の
「
奇
蹟

m
i
r
a
c
l
e」
で
あ
る
と
い
う
。

(p.4)

(

A•H•Hansen, 

B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
s
 a
n
d
 N
a
t
i
o
n
a
l
 I
n
c
o
m
e
,
 1951. 
p. 
4
1
7
尚、

M.
T
u
g
a
n
-
B
a
r
a
n
o
w
s
k
y
 t!
、
イ
ギ
リ
ス
経

済
に
つ
い
て
、
一
八
九

0
年
以
降
産
業
恐
慌
の
性
質
が
変
化
し
た
と
し
、
商
業
資
本
の
経
済
的
意
義
が
減
殺
さ
れ
、
商
業
投
機
の
重
要
性
が
減
じ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
恐
慌
の
急
激
性
が
減
退
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
理
由
に
、
生
産
手
段
生
産
部
門
の
発
達
が
商
業
投
機
を
排
除
す
る
注
文

生
産
の
発
達
を
促
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

(M.
T
u
g
a
n
-
B
a
r
a
n
o
w
s
k
y
,
 
S
t
u
d
i
e
n
 
z
u
r
 
T
h
e
o
r
i
e
 
u
n
d
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
r
 

H
a
n
d
e
l
s
k
r
i
s
e
n
 i
n
 E
n
g
l
a
n
d
,
 1894,
鍵
本
博
訳
一
六
四
ー
五
頁
。
一
六
九
ー
一
七
二
頁
。
）
更
に

G
.
C
a
s
s
e
l
は
、
一
九
一
八
年
に
自
著
の

序
文
に
「
景
気
の
変
遥
を
論
じ
た
第
四
編
の
諸
研
究
は
、
著
者
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
、
一
九
二
1

一
年
に
至
っ
て
そ
の
自
然
な
将
来
共
妥
当
な
終
結
を

見
出
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
み
た
景
気
変
遥
の
内
部
的
に
関
連
し
た
連
続
は
大
戦
と
共
に
断
絶
し
経
済
史
の
永
遠
に
完
結
し
た
部
分
を
な
す

も
の
で
あ
る
。
」
と
書
き

(Cassel,

T
h
e
o
r
e
t
i
s
c
h
e
 
S
o
z
i
a
l
o
k
o
n
o
m
i
e
,
 
1923. 
3d. 
ed.

大
野
信
三
訳
九
頁
）
、
一
九
二
六
年
に
は
、

R.G・

H
a
w
t
r
e
y
が
「
当
分
景
気
循
環
は
存
在
し
な
い
。

．．．
 
〔
第
一
次
大
戦
〕
後
景
気
の
・
・
・
規
則
な
周
期
性
の
軌
跡
ほ
存
在
し
な
い
。
」

(
H
a
w
t
r
e
y
,
T
r
a
d
e
 

C
y
c
l
e
,
 i
n
 
t
h
e
 D
u
t
c
h
 D
e
 E
c
o
n
o
m
i
s
t
,
 1926, 
r
e
p
r
i
n
t
e
d
 
i
n
 
T
r
a
d
e
 C
y
c
l
e
 a
n
d
 Credit, 
1928, 
p. 
82)
と
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら

の
立
言
は
正
し
く
な
か
っ
た
。
本
文
中
に
み
る
よ
う
に

1
1
0年
代
と
第
二
次
大
戦
後
は
共
に
規
則
的
な
短
期
の
小
循
現
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

ニ
四
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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
千
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

第
一
次
大
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
「
両
大
戦
間
期
」

I
n
t
e
r
,
W
a
r
P
e
r
i
o
d
 (
一
九
一
九
ー
一
九
四

0
)

九
一
九
ー
一
九
二
九
）
の
好
況
11
プ
ー
ム
の
十
一
年
間
(11
第
I
期
）
と
、
三

0
年
代
(
-
九
―
―

-0ー
一
九
四

0)

つ
の
時
期
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
概
観
が
得
ら
れ
る
。
（
第
一
表
）

二
五

の
二
二
年
間
は
、
二

0
年
代
（
一

の
恐
慌
11
不
況
の
十
一

年
間
(
1
1第I
l期
）
と
の
二
つ
の
時
期
に
大
別
さ
れ
る
。
第
二
次
大
戦
後
（
一
九
四
六
—
一
九
五
六
）
の
十
一
年
間

(
1
1第皿
期
）
を
こ
の
二

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
総
国
民
的
生
産
高
G
N
P
は
第
二
次

大
戦
後
（
以
下
単
に
戦
後
と
称
す
る
）
た
る
第
皿
期
に
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
二

0
年
代
の
繁
栄
期
た
る
第
I
期
の
三
九
。
＾
ー
セ
ン
ト
の

成
長
率
を
凌
駕
し
て
四
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
成
長
率
を
達
成
し
た
。
こ
れ
は
二
0
年
代
の
成
長
率
の
一
•
O
八
倍
に
あ
た
る
。
ま
た
民
間

総
生
産
高
の
戦
後
八
年
間
の
成
長
率
は
三
三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
で
二

0
年
代
の
同
期
間
の
成
長
率
三
一
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
比
し
一
・

0
六
倍
で

あ
る
。
同
様
に
民
間
延
べ
被
傭
者
の
成
長
率
は
八
。
＾
ー
セ
ン
ト
か
ら
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
ヘ
、
民
間
被
傭
者
一
人
一
時
間
当
り
実
質
生
産
高

11
労
働
生
産
性
の
成
長
率
は
ニ
―
。
＾
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
三
。
＾
ー
セ
ン
ト
ヘ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
・
一
三
倍
お
よ
び
一
・
一
倍
の
成
長
率
の
高

ま
り
を
示
し
て
い
る
。
か
よ
う
に
一
―

-
0年
代
の
恐
慌
11
不
況
期
と
の
み
な
ら
ず
、
二

0
年
代
の
好
況
11
プ
ー
ム
期
と
比
較
し
て
も
、
戦

後
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の
成
長
率
は
以
上
の
各
指
標
に
つ
き
、

を
辿
っ
た
の
に
対
し
、
戦
後
に
は
、 ー

い
く
ら
か
よ
り
大
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
戦
後
の

G
N
P
の
成
長
テ
ン
ボ
を
二

0
年
代
と
対
比
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
態
様
が
得
ら
れ
る
。
（
第
二
表
）
す
な
わ
ち
両
期

間
の
十
一
年
間
を
小
後
退
の
時
点
に
従
っ
て
約
二
年
目
毎
の
四
つ
の
小
期
に
区
分
し
（
第
九
表
参
照
）
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
期
の
成
長
率
を

算
出
す
る
と
つ
ぎ
の
如
く
な
る
。
二

0
年
代
に
お
い
て
は
、
第
2
小
期
を
ピ
ー
ク
と
し
て
成
長
の
テ
ン
ポ
は
一
九
二
九
年
ま
で
縮
少
化

お
な
じ
く
第
2
小
期
を
ビ
ー
ク
と
し
つ
つ
、
二

0
年
代
の
如
き
顕
著
な
成
長
テ
ン
ボ
の
衰
退
傾
向
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第一表

I 
I GNP ! ¥ 民間IGNPI I民間のべ被傭者数g閃罰類猛悶℃
匹盟~I 指数 1947悶盟：I指数 billion I指数 1947Dollar I指数

1919 107.6 100 102.0 100 100.1 100 1.02 

jI 血W I 
(1926) 

1929 149.3 139 
(113932.63 ) 

131 
(110892.62 ) 

108 1.23 

1930 135.2 100 127,8 100 105.0 100 1.22 100 

]I 

1940 171.6 127 
(114923.7l ) 

111 
(19983.7) 0 

93 
(119.3“ 7) 

120 

1946 233.8 100 211,2 100 116.1 100 1.82 100 

][ 

(218915•36 ) (1953) (2195.233 ) 
1956 332.0 142 133 126.3 109 123 

^ ＾ ^  如urce,Economic Alms11Sc, 1956, 1 -p.434, 2 - 4 p,439, 
ヽツ、

1956-Survey of Current Business, July 1957, p.25, より作成。

第二表

1、Jヽ 期 I第1小期 I 第2小期 I 第3小期 I 第4小期 | 
谷へのか年ら度ピークI 1946 I 1948 I 1949 I 1951 I 1952 I 1953 I 1954 1 1956 

戦 GNP-
， 

(Do194l7 larbillion ) 
233.8 243.9 21,5 282.9 293.7 305.3 301.3 332.0 

後
指 数 100 104 100 117 100 104 100 110 

・ 唸•-→謡―ク |1919I 1920 I 1921 I 1923 I 1924 I 1926 I 1927 I 1929 
- Gm  | 

137.1 137.6 149.3 店゚(1Do9 4l7 larbill ion ) 1 0 7 • 6 1 02 • 3 9 3 • 0 119.5 119.6 

指数 100 95 100 128 100 115 100 108 

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

二
六

Source, Economic Almanac, 1956, p.434 

Survey of Current Busines..July 1957, p.p．砧～5より作成。
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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
千
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

こ
の
型
の
同
一
性
に
注
意
を
要
す
る
。
国
に
各
成
長
テ
ン
ポ
に
つ
い
て

成
長
テ
ン
ボ
の
ピ
ー
ク
は
既
に
第
2
小
期
に
お
い
て
経
過
し
て
を
り
、

対
照
的
で
あ
る
。
口
し
か
し
、
戦
後
に
お
い
て
も
二

0
年
代
と
同
様
に

と
す
る
拡
大
成
長
傾
向
は
消
滅
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
二

0
年

代
の
第
2
小
期
以
降
成
長
テ
ン
ポ
に
一
般
的
衰
退
が
み
ら
れ
た
こ
と
と

は
、
戦
後
に
は
二

0
年
代
ほ
ど
急
激
な
成
長
テ
ン
ボ
の
う
ね
り
は
存
在

わ
ち
、
日
戦
後
の
経
済
成
長
に
お
い
て
は
尚
投
資
の
上
向
惰
力
を
基
動

ポ
の
以
上
の
態
様
か
ら
つ
ぎ
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、

G
N
P
と
投
資
と
の
成
長
テ
ン

に
は
再
び
拡
大
傾
向
を
み
せ
て
を
り
、
上
向
惰
力
の
尚
衰
退
し
て
い
な

く
第
2
小
期
を
ピ
ー
ク
と
し
つ
つ
第
3
小
期
の
衰
退
を
経
て
第
4
小
期

ボ
の
衰
退
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
戦
後
に
お
い
て
は
お
な
じ

ビ
ー
ク
と
し
つ
つ
第
3
小
期
、
第
4
小
期
を
通
じ
て
顕
著
な
成
長
テ
ン

よ
う
に
、
投
資
の
成
長
テ
ン
ボ
に
つ
い
て
も

110年
代
は
第
2
小
期
を

態
様
に
つ
い
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
（
第
三
表
）
み
ら
れ
る

大
の
惰
力

momentum
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
点
を
更
に
投
資
の

を
示
さ
ず
、
む
し
ろ
第
3
小
期
か
ら
第
4
小
期
に
か
け
て
、
緩
舒
な
拡

第 表

二七

I小 期 l 第 1小期 1 第 2小期 1 第 3小期 1 第 4小期
I史ぢ盆岳―ク|1946 1 1948 I 1949 I 1951 1 1952 I 1953 I 1954 I 1956 
戦 1総民間国内投資

32.4 38.8 28.l 45.2 39.3 38.5 37.9 47.6 
後 I1((1Do94l7 larbillion ) 

I指数 100 120 100 161 100 98 100 126 

翌話―ク |1919I 1920 I 1921 I 1923 I 1924 I 1926 I 1927 I 1929 

員
総資本形成

8.1 7.5 2.9 8.2 5.5 8.7 8.0 10.0 
(1D9o2l9 larbillion ) 

指 数 100 93 100 283 100 158 100 125 

Source,戦後は Surveyof Current Business, op.cit. p.25, 

20年代は SimonK匹 nets,National Income and Its Composition, 1919-1938, p.269より作成。
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代
に
比
べ
て
個
人
的
消
費
も
民
間
投
資
も
共
に
成
長
率
が
鈍
化
し
て
い

テ
ン
ボ
で
増
大
を
み
せ
た
民
間
投
資
の
成
長
率
も
、
戦
後
に
は
二

0
年

0

0

 

3

4

 

9

9

 

1

1

 

ー

1

、
一

1
-

—
,

I

l

I

I

l

I

 

的
消
費
の
成
長
率
よ
り
相
対
的
に
高
位
と
な
り
、
市
場
構
造
の
趨
勢
に

注
目
す
べ
き
特
質
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
資
本
主
義
が
発
展
す

る
に
従
っ
て
生
産
手
段
の
た
め
の
国
内
市
場
の
比
重
が
ま
す
ま
す
優
位
ー

を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
経
済
理
論
の
分
析
を
実
証
し
て
い
る
。

口
個
人
的
消
費
の
成
長
率
と
と
も
に
、
個
人
的
消
費
に
比
し
不
均
等
な

代
に
及
ば
な
い
。
か
く
し
て
戦
後
の
経
済
成
長
に
お
い
て
は
、
二

0
年

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
戦
後
は
民
間
国
内
投
資
の
成
長
率
が
個
人

は
消
費
者
支
出
と
民
間
国
内
投
資
の
伸
び
と
が
ほ
ゞ
一
致
し
て
を
り
、

実
物
面
か
ら
の
く
ず
れ
は
み
ら
れ
ず
変
動
要
因
が
成
長
テ
ン
ポ
の
小
波

う
で
あ
る
。

構
造
を
検
討
し
よ
う
。
（
第
四
表
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
日
二

0
年
代
に

――-0年
代
に
は
若
干
後
者
が
前
者
を
凌
駕
し
た
と
は
い
え
著
し
い
も
の

つ
ぎ
に
ふ
た
た
び
各
期
間
に
つ
い
て
主
要
経
済
指
標
間
の
成
長
率
の

動
に
よ
っ
て
か
な
り
安
定
的
に
吸
収
さ
れ
得
る
傾
向
が
尚
み
ら
れ
る
よ

第四表

| GNP こ 1 消費者支出 3 民間国内投登3 政府購買支l:ll3| -------I--- I 1947 Dollar1 1947 DollarI I 1947 DollarI 1947 Dollar' 
billion 1指数 billion 指数 billion 指数 billion 1指数 1

107.6 I 100 I 70.2 I 100 I 17.4 I 100 I 9.5 I 100 

149.3 I 139 I 107.3 I 153 I 26.8 I 154 I 13.6 I 143 

135.2 100 100.9 100 17.9 100 15.1 100 | 
171.6 I 127 I 122.5 I 121 I 22.8 I 127 I 24.1 I 160 

233.8 I 100 I 162.4 I 100 ! 32.4 I 100 I 34.0 I 100 
332.0 I 1421 222.5 I 1371 47.6 I 1471 58.9 I 173 

Source, 1919年については Eco.Almanac, op. cit. p.435 を基礎にし， 2については Historical

＾ ^  Statistics of the United State 1789-1945, p.236の消費者物価指数， 3 4 についてほ ibid.
ヽヽ

p.233の卸売物価指数をもとに Surveyof Current Business, op. cit.'p.p, 24~5のimplicitPrice 
Deflatorに換算して． デフレートしたもの。その他の年度は Survey of Current Business, op. 

^ ＾ -cit. p.p.24~51こよる。尚1919年 1は Eco.Almanac, op. cit. p.434により， 2+3+4の合
‘‘- ` 

計と一致しない。

1919 

1929 

1946 

1956 

せ
ず
、
相
対
的
に
安
定
的
な
波
動
を
描
い
て
い
る
。
こ
こ
に
投
資
面
11

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

ニ
八
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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
千
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

成
長
率
し
か
示
し
て
い
な
い
。
か
よ
う
に
鉱
工
業
生
産
内
部
の
不
均
等

五
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
成
長
率
を
一
・
五
倍
も
凌
駕
し
て
い
る
反
面
、
非

年
代
の
五
一
―
―
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
成
長
率
を
凌
駕
し
て
い
る
反
面
、
鉱
業
で

は
三
つ
の
期
間
を
通
じ
て
著
し
く
成
長
テ
ソ
ポ
の
増
大
を
示
し
て
い

る
。
二

0
年
代
に
は
政
府
支
出
の
成
長
率
は
個
人
的
消
費
、
民
問
投
資

後
に
は
三

0
年
代
の
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
期
を
も
は
る
か
に
凌
ぐ
高

い
成
長
率
を
み
せ
て
い
る
。
か
く
し
て
戦
後
の
経
済
成
長
を
圧
倒
的
に

．． 3
 

支
え
る
政
府
支
出
の
機
能
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
d

つ
ぎ
に
民
間
投
資
の
主
た
る
内
容
を
な
す
鉱
工
業
生
産
の
内
部
の
各

成
長
率
を
分
析
す
る
と
つ
ぎ
の
如
く
な
る
。
（
第
五
表
）

す
な
わ
ち
鉱

そ
の
う
ち
、
製
造
工
業
は
六

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
成
長
率
を
示
し
て
二
〇

は
二

0
年
代
の
成
長
率
に
及
ん
で
い
な
い
。
ま
た
製
造
工
業
内
部
に
お

い
て
も
、
耐
久
財
の
成
長
率
は
八
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
及
び
二

0
年
代
の

耐
久
財
で
は
二

0
年
代
に
及
ば
ず
僅
か
に
一
―

-0年
代
と
ほ
ゞ
同
程
度
の

工
業
生
産
全
体
の
戦
後
の
成
長
率
は
二

0
年
代
を
凌
駕
し
て
い
る
が
、

双
方
に
比
し
最
低
で
あ
っ
た
が
三

0
年
の
不
況
を
通
じ
て
逆
転
し
、
戦

②
 

る
事
実
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
国
こ
の
な
か
で
政
府
購
買
支
出
の
み

100 
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1

一九

ヽ一

数

0

0

2

9

0

0

4

7
1

1

1

1

 

゜

指

業

9
1
.
9
,．
i
.
，

ー

9

4

作
4
5
6
8
5
9
7
6
9
1
1
3
4

い

ー

鉱
～
。
7
0
 

4

1

 

＇ 
5
 

：
i

_

1

,

9

＿1

1

,

 

19-
―
 

ー

.
0
0
3
5
『

0
0
3
6
p

1

1

 

，
 

数
＿
1
0
0
1
5
1
-
1
1
-

-

7
 

財

指

―
了

ー

'

’

9

.

_

5

久

4

9

_

-

1

9

9

-

耐
〖0
0
3
7
5
6
:
3
6
9
9
5
1
2
9

紐

非

4

1,-―

-

d
 

•I 

ー数

1
0
0
1
5
8
-
1
0
0
1
4
0
1
0
0
1
8
5

年

表

財

指

i

B

1

.

,

 

9

e
 

4

r

v
 

e
 

久

，

8
6
5
9
R
e
s
 

ー

五

酎

盆

3

8

6

0

4

5

6

3

1

4
-
1

ー
a
 

|＇

_
d
e
r
 

19-
―
 

第

数

1
0
0
1
5
3
1
0
0
1
3
8
1
0
0
1
6
0
F
e

ー
ー
|
|
—

1
1
3
 

業

-Imi
ー

丁

'

|

-

d
 

工
4
9，
 38
5
8
4
8
6
6
9
0
1
4
4

血

ー~
0
 

造製

4710
19-
―

'

叩

d
 
a
 

0
0
5
9
 

n
 

1

1

 

a
 

紐

暉

1
0
0
1
5
1
1
0
0
1
3
7

1

.

1

:

l

_

＇，．

n
 
Al 

産

，
生

94

c
 

1

-

om 

業

～

0
3
9
5
9
-
4
9
6
7
9
0
4
3
i

ェ
7

0

1

n
 

4

1

-

゜

ー

911
__ -
|

'

底

竺
19-

――

-

6

6

 

4

5

5

 

9

9

C

 

r
 
u
 

四

四

暉

血

ー

ー

||-|1||

—

||-so 

I

-

I

I

皿



442 

る
成
長
率
を
示
し
た
と
い
う
事
実
は
こ
れ
を
人
口
と
の
関
連
に
お
い
て

本
節
の
冒
頭
に
の
べ
た

G
N
P
が
戦
後
に
お
い
て
二

0
年
代
を
凌
駕
す

比
す
れ
ば
つ
ぎ
の
結
果
が
得
ら
れ
る
。
（
第
七
表
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

る。 る
産
業
構
造
の
成
長
率
の
不
均
等
性
の
拡
大
傾
向
は
顕
著
化
し
つ
つ
あ

年
代
よ
り
も
増
大
を
み
せ
て
い
る
。
か
く
し
て
ア
メ
リ
カ
経
済
に
お
け
窮

て
第
二
次
産
業
と
第
一
次
産
業
と
の
間
の
成
長
率
の
不
均
等
性
は
二
〇

も
よ
り
大
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
第
二
次
産
業
は
第
一
一
一
次
産
業
の
成
長

率
を
も
凌
駕
し
、
二

0
年
代
を
凌
駕
す
る
成
長
を
実
現
し
た
。
こ
う
し

最
後
に
人
口
の
成
長
率
と
一
人
当
り
実
質
生
産
高
の
成
長
率
と
を
対

み
る
と
き
同
時
に
二

0
年
代
に
お
け
る
経
済
発
展
率
を
凌
駕
す
る
こ
と

に
お
い
て
第
I
期
を
上
廻
わ
る
と
は
い
え
そ
の
衰
退
率
（
負
の
成
長
率
）

し
か
る
に
第
皿
期
た
る
戦
後
に
は
、
第
一
次
産
業
は
産
出
所
得
額
水
準

出
国
民
所
得
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
つ
ぎ
の
如
く
な
る
。

④
 

表
）
す
な
わ
ち
、
第
I
期
に
お
い
て
は
第
三
次
産
業
の
成
長
率
が
最
も

顕
著
で
第
二
次
産
業
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
第
一
次
産
業
は
逆
に
衰
退
し
た
。

（
第
六

発
展
の
増
大
傾
向
が
注
目
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
産
業
源
泉
別
産

-'--.,、 表

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

I 第一次産業 1 第二次産業 第三次産業

191心岱闊rl指数 119t{il『：閤r|指数閤盆。悶喘伽1指数 1閤盆。翌裟訓指数
I I 1919 13 8100  32.8 | 100 1 32.21 100 1 
1921 I 10.3 I 75 I 44.o I 134 I 49.0 I 152 I 
1930 I 8.6 I 100 I 42.8 I 100 I 50.4 I 100 

I 1 19381 93 108 35.8 1 84 | 47.4 1,4 1 

.3 I 100 I 81.3 ! 100 I 72.8 I 100 

.8 1 72 1 113.6 | 140 91.5 1 126 

13 

10 

8
 

，
 19 
13 

，
 
0

2

 

0

7

 

ー
9, 

32.8 

44.0 

42.8 

35.8 

81.3 

113.6 
，
 

0

0

 

0

4

 

1

1

 

32.2 

49.0 

50.4 

47.4 

72.8 

91.5 

4.8 

12.0 

13.2 

18.5 

26.4 

29.4 

0

0

 
4
 

0

0

 

。
1

1

 

0

5

 

1

2

 

I

I

-

0

1

 

0

1

 

1

1

 ゜
Source, Iと直は S.Kuznets, op. cit. p.310-311, 直は Eco,Almanac, op. cit. p.428を基礎
とし Kuznets, op. cit, p. 145 の NationalIncome _Price Index および Survey of Current 
Business, op, cit. p.p.24-25の GNPDeflatorにより1947Dollarに換卵して算出したもの。
〔注） 1927年， 1938年， 1954年はそれぞれリセッツョンの年である。
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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

第七表

＾ GNP 1 口 2 雇傭者数 3 一人当り GNP4 人

｀ 1947 Dollar 
(billion) I指数 million 1指数 million i指数 1947 Dollar (thousand) I指数

1919 I 107.6 I 100 I 105.1 I 100 I 40.1 I 100.01 1.02 I 100.0 
I 
1929 I 149.3 I 139 I 121.9 I 116 I 43.8 I 109.41 1.22 I 119.6 

l[三：：：：I :：：I :：2．: ：: ：：: ：:: :：: :：：: 
][ I 1946 233.8 100 141.4 100 55.3 100.oi 1.65 100.o 

1956 332.0 142 168.2 119 6紐 117.51 1.97 119.4 

Source, 1は第一表 2 4ほ Eco..Almanac, op. cit. p. 434 Survey of Current Business, 

‘̀-
op. cit. S-JJより作成。 3は Eco.Almanac, op. cit. p.p.358-359 Total Civilian Industries 

‘-9 

による。但し皿のみ ibid.p.362および FederalReserve Bulletin, op. cit p.202。 よって実数

は I• l[と比較しえない。

し
て
緩
慢
な
が
ら
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
0
年
代
の
一
．

0
九
倍
で
あ
っ
て
、

況
の
三

0
年
代
を
上
廻
わ
る
と
は
い
え
二

0
年
代
に
比
べ
る
と
や
や
衰
退
固

し
、
人
口
と
の
関
連
に
お
け
る
成
長
率
を
経
済
発
展
率
と
す
る
な
ら
ば
、

、、、

戦
後
に
は
二

0
年
代
を
上
廻
わ
る
経
済
発
展
率
は
示
し
て
い
な
い
の
で
あ

⑥
 

る
。
更
に
人
口
成
長
率
と
雇
傭
成
長
率
と
を
対
比
す
れ
ば
、
後
者
の
相
対

的
低
位
は
、
二

0
年
代
と
同
様
相
対
的
過
剰
人
口
の
形
成
を
示
し
て
を
り
、

、、

資
本
蓄
稼
に
伴
う
産
業
予
備
軍
の
形
成
（
存
在
の
み
な
ら
ず
）
は
依
然
と

山
詳
し
く
は
拙
稿
「
販
路
法
則
の
批
判
的
体
系
に
つ
い
て
」
と
く
に
第
一
ー
一
節
を

参
照
。
（
「
関
西
大
学
商
学
論
集
」
第
1

一
巻
第
一
ー
一
号
所
収
）

図
奥
村
茂
次
氏
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
実
質
国
民
総
生
産
の
年
平
均
成
長
率
は
一

九
一
九
ー
ニ
九
年
の
四
．
―
-
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
一
九
四
六
ー
五
六
年
は

三
・
九
一
1
1．
ハ
ー
セ
ソ
ト
、
国
民
一
人
当
り
で
は
前
者
の
一1
-
•五
七
。
＾
ー
セ
ン
ト

に
対
し
後
者
は
ニ
・
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
更
に
固
定
資
本
投
資
に
お
い

て
は
一
九
一
九
ー
1

一
九
年
に
全
産
業
年
平
均
成
長
率
八
・
八
九
。
＾
ー
セ
ン
ト
、

鉱
工
業
五
•
五
九
．
ハ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
一
九
四
六
年
ー
五
六
年
に
は
そ
れ
ぞ

れ
三
•
一
1
-
0バ
ー
セ
ン
ト
お
よ
び
一
―
-
•
一
七
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
と
し
て
、
年

一
人
当
り

G
N
P
の
成
長
率
は
不

0
年
代
の
一

•
O
八
倍
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
戦
後
の
人
口
の
成
長
率
は

を
示
す
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
戦
後
の

G
N
P
の
成
長
率
は
二



ム““

平
均
成
長
率
に
お
い
て
戦
後
は
二

0
年
代
に
及
ば
な
い
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
ら
れ
る
が
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
（
同
氏
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
工
業
の

発
展
」
「
世
界
経
済
評
論
」
一
九
五
七
年
九
月
号
所
収
）

③
ア
ー
ノ
ル
ド
・
バ
ー
マ
ン
は
従
来
の
分
析
方
法
の
一
潮
流
の
欠
陥
に
対
す
る
反
省
と
し
て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
軍
拡
な
し
に
又
『
注
射
』
な
し
に
新

し
い
プ
ー
ム
を
も
つ
に
至
っ
た
」
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
（
バ
ー
マ
ソ
「
ア
メ
リ
カ
経
済
分
折
の
方
法
に
つ
い
て
」

Pol#ical
Ajjairs, 
J
u
n
e
 

1
9
5
6
.
「
世
界
経
済
評
論
」
一
九
五
六
年
一

0
月
号
訳
載
）
こ
れ
に
対
し
て
セ
レ
ス
ト
・
ス
ト
ラ
ッ
ク
は
、
「
軍
事
そ
の
他
政
府
支
出
と
『
注
射
』

と
の
暗
黙
裡
の
同
一
視
」
を
指
摘
し
つ
つ
バ
ー
マ
ソ
の
「
政
府
の
経
済
的
諸
措
置
の
性
質
お
よ
び
意
義
」
に
つ
い
て
の
「
過
少
評
価
」
を
反
批
判
し

て
い
る
。
ス
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
「
経
済
に
お
け
る
政
府
の
役
割
は
第
一
次
大
戦
に
続
く
一

0
年
に
比
べ
て
第
二
次
大
戦
後
の
―
つ
の
重
要
な
新
し

い
特
徴
で
あ
る
。
…
…
種
々
の
政
府
措
置
は
戦
後
の
継
続
的
な
プ
ー
ム
を
僅
か
に
曇
ら
す
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な
く
プ
ー
ム
の
実
体
の
重
大
部
分

を
な
す
も
の
と
考
え
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
近
年
の
ほ
ゞ
一
九
五

0
年
以
降
の
経
済
状
態
は
著
し
く
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
」
と
い

う
の
で
あ
る
。

(Celeste
Strack, C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 "
M
e
t
h
o
d
 i
n
 Political 
E
c
o
n
o
m
y
"
,
 Political Affairs, 
Sept. 
1
9
5
6
「
世
界

経
済
評
論
」
一
九
五
六
年
十
二
月
号
訳
載
）
こ
の
ス
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
バ
ー
マ
ソ
の
政
府
機
能
と
軍
事
支
出
の
過
少
評
価
に
対
す
る
反
批
判
は
正
当

で
あ
る
。
第
八
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
市
湯
構
造
は
、
個
人
的
消
費
市
場
が
相
対
的
に
低
下
傾
向
に
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
民
間
国
内
投
資

市
湯
も
二

0
年
代
に
比
し
相
対
的
に
低
下
傾
向
に
あ
る
。
し
か
る
に
政
府
購
買
市
場
の
比
重
は
ス
ト
ラ
ッ
ク
の
指
摘
す
る
二

0
年
代
に
比
し
て
の
み

な
ら
ず

1110年
代
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
を
も
は
る
か
に
凌
ぐ
比
重
を
み
せ
て
を
り
、
絶
対
額
に
お
い
て
も
一
九
五
一
年
以
降
民
間
国
内
投
資
の
大

、
、
、

き
さ
を
は
る
か
に
凌
駕
し
、

G
N
P
の

1
-
4
前
後
の
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
、
二

0
年
代
の
プ
ー
ム
の
構
造
と
の
質
的
な
相
違
を
示
し
い
る
。
又
安
全

保
障
支
出
は
一
九
五
一
年
以
後
G
N
P
の
1

割
を
下
ら
ず
、
一
九
四
九
年
以
降
に
は
対
外
貿
易
額
よ
り
安
全
保
障
支
出
の
ウ
ニ
イ
ト
の
方
が
よ
り
大

き
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
は
ケ
イ
ソ
ジ
ア
ン
に
よ
っ
て
も
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

A
•
H
a
n
s
e
nは
「
復
興
過
程
に
対
す
る
政
府

の
貢
献
」
に
よ
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
改
造

r
e
m
o
d
e
l
i
n
g」
が
な
さ
れ
た
と
し
、
事
業
確
信
が
政
府
に
よ
っ
て
支
持

bolster
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
し

(
A
•
H
•
H
a
n
s
e
n
,

T
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
,
 p.p. 
28ー

34)、
W
.
F
e
l
l
n
e
r
は
冷
戦
ブ
ー
ム
こ
そ
「
不
況
耐

久
性

d
e
p
r
e
s
s
i
o
n
,
p
r
o
o
f
n
e
s
s」
の
一
要
素
で
あ
る
と
い
い

(Fellner,
P
o
s
t
,
w
a
r
 
E
c
o
n
o
m
i
c
 T
e
n
d
e
n
c
y
 in t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 State, 

i
n
 T
h
e
 B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
 i
n
 t
h
e
 P
o
s
t
,
W
a
r
 W
o
r
l
d
,
 
ed. 
b
y
 E. 
L
u
n
d
b
e
r
g
`
1
9
5
5
,
 p. 
14). 
B. 
C
a
p
l
a
n

も
、
景
気
絡
g

退
に
対

す
る
政
府
責
任
の
遂
行
を
肯
定
的
に
吟
味
し
た
上
尚
景
気
変
化
に
対
応
す
る
政
府
行
動
の
非
弾
力
性
を
批
判
し
て
お
り

(Caplan,
op. cit. 
p. 35, 

p. 52)•R.A. 

Gordon,.,@
か
れ
の
い
う

P
u
r
e
M
i
n
o
r
 R
e
c
e
s
s
i
o
n
(
一
九
四
九
年
、
一
九
五
四
年
の
ご
と
き
）
に
お
い
て
さ
え

A
u
t
o
m
a
t
i
c

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
千
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）
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第 ノ＼ 表

戦後アメリカの経済成長と景気循環の若干の特質について（瀬尾）

GNP 個人的消費 民間国内投資 政府購買支出 安全保院支出 対外貿易量

C憐urhreinnt) 1 % C憐urreitとnt）1% C温urr甘e:nnt)¥% C閤ur協rennt) 1 % C器ur閤rennt) 1 % C醤urrEennt)1% 

1920 85.0 100.0 57.8 68.0 16.7 19.6 8.3 9.8 13.5 15.9 

1925 88.0 100.0 63.0 71.6 15.4 17.5 9.3 10.6 9.1 10.3 

1929 104.4 100.0 78.9 75.5 16.2 15.5 '8.5 S.1 9.6 9.2 

1933 56,0 100.0 46.4 82.8 1.4 2.5 8,0 14.3 3.1 5.5 

1987 90.8 100.0 67.2 7ヽ．o 11.7 12.9 11.7 12.9 ... I 9.. 
1944 211.4 100.0 109.8 52.0 7.1 3.4 96.5 46.8 88.6 41.9 18.2 8.6 

19伍 209.2 100.0 146.6 70.1 21.1 13.0 30.9 14.8 13.3 6.4 14.7 7.0 

1細 257.3 100.0 177.6 89.0 41.2 18.1 36.6 u., 16.0 6.2 19.8'1．'1 
1949 257,3 100.0 180.6 70.2 32.5 12.6 43.6 17.0 19.3 7.5 18.7 7.3 

1963 363,2 100.0 230.5 63.5 50.3 13.9 84 .. 4 23.3 51.5 14.2 26.6 7.3 

1954 361.2 100.0 236,6 65.5 48.4 13.4 76.6 21.2 43.1 13.3 25.3 7.0 

1955 391.7 100.0 254.4 64.9 60.6 15.5 77.1 19.7 41.3 10.6 26.9 6.9 

1956 414.7 100.0 267.2 64.4 65.9 15.9 80.2 19.3 42.4 10.2 31.6 7.6 

Sourc..Survey of Current Busine..，July 1957. p.p.8~9より作成。但し1920年． 1925年は
Eco. Almanac, op. cit. p．絡5より。対外貿易呈は輸出入総額にて ibid.p.481およびFederal

Reserve Bulletin, op, cit. p.205より。ゴジックはプームの年を示す。

S
t
a
b
i
l
z
e
r

の
作
用
と
政
府
の
金
融
緩
慢
政
策
、
短
期
公

共
事
業
の
不
況
対
策
的
意
義
を
強
調
し
、

H
y
b
r
i
d
o
r
 

I
n
t
e
r
m
e
d
i
a
t
e
 
C
o
n
t
r
a
c
t
i
o
n
 (
一
九

0
七
年
、
一
九
二

一
年
、
一
九
三
七
年
ー
八
年
の
ご
と
き
）
に
お
い
て
も
尚
「

儀
牲
的
均
衡
予
算
の
哲
学
」
さ
え
な
か
っ
た
な
ら
ば
「
こ
の

種
の
投
資
」
す
な
わ
ち
政
府
支
出
が
維
持
さ
れ
う
る
で
あ
ろ

う
と
し
て
い
る
。

G
o
r
d
o
n

!l
よ
れ
ば
、
政
府
支
出
の
ウ

ェ
イ
ト
が
総
民
間
投
資
の
そ
れ
よ
り
大
で
あ
る
た
め
に
民
間

投
資
の
比
率
の
低
下
は
全
非
消
費
支
出
の
相
対
的
低
下
の
半

分
以
下
の
意
味
し
か
も
た
な
い
と
い
う
「
こ
の
理
由
だ
け
で

も
大
不
況
の
脅
威
が
過
去
よ
り
い
く
ら
か
減
じ
て
い
る
。
」

(
G
o
r
d
o
n
,
 T
y
p
e
s
 o
f
 D
e
p
r
e
s
s
i
o
n
 a
n
d
 P
r
o
g
r
a
m
s
 

t
o
 C
o
m
b
a
t
 T
h
e
m
,
 i
n
 op. 
cit. 
p.13, 
p
.
2
1
1
2
2
)
か

よ
う
に
し
て
一
九
四
六
年
雇
傭
法
下
の
政
府
の
経
済
政
策
的

責
任
の
増
大
こ
そ
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の
成
長
を
支
え
る

大
き
な
要
素
で
あ
る
。
(
H
a
n
s
e
n
,
1
o
p
.
cit. 
p
.
p
.
8
4
~
)
勿

論
そ
れ
は
経
済
の
自
動
的
回
復
力
の
存
在
を
決
し
て
否
認
す

る
も
の
で
は
な
い
が
（
第
二
表
・
第
一
l

一
表
）
そ
れ
を
強
調
す
る

に
は
尚
第
四
表
に
み
た
如
く
、
消
費
及
び
民
間
投
資
市
場
の

二

0
年
代
に
比
し
て
の
成
長
率
の
鈍
化
を
看
過
し
え
ず
従
っ

て
政
府
市
場
の
規
定
的
役
割
を
軽
視
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

山

第

六

表

中

I
と
lI
に
お
い
て
は
第
一
次
産
業
に
農
業
、
第

二
次
産
業
に
鉱
業
・
製
造
工
業
・
建
設
業
・
運
輪
・
公
益
産
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第九表

＾ ＾ ＾ 
大麟問 IGNP~ /1人当り GNPI I 生 産 3

1947 Dollar 
(billion) I 指数 1947 Dollar 1 指数 1 製造工業 I 運輸

,、 1014 I 91. 1 I 100 I 02s I 100 I 100 I 100 
I 
~ 1918 I 109.s I 119 I 1,047 I 113 I 137 I 142 

(1939) I (1939) 
~ 1941 I 10s.2 I 100 I 1,486 I 100 I 100 I 100 
JI 
~ 1945 I 268.2 I 135 I 1,938 I 130 I (1943) I (1943) 

237 I 202 

＾ Source. Economic Almanac, op. cit, p.434 3は ibid.p. 313. from S. Kuznets, 

｀ "National Product in Wartime.’'第七表参照。

業
、
第
三
次
産
業
に
商
業
・
金
融
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
業
及
び
政
府
企
業
を
あ
て
、
皿
で
は
第
一
次
産
業
に

農
林
漁
業
、
第
1
一
次
産
業
に
鉱
業
・
製
造
工
業
・
運
輸
・
通
信
及
び
公
益
産
業
、
第
一
二
次
産
業
に
卸
売

及
小
売
商
業
・
金
融
・
保
険
・
不
動
産
・
サ
ー
ヴ
ィ
ス
業
及
び
政
府
と
政
府
企
業
を
あ
て
て
い
る
。

固
安
田
信
一
教
授
著
「
経
済
成
長
、
発
展
及
び
産
業
構
造
」
六
九
頁
。、
、
、
、
、
、

佃

H
a
n
s
e
n
は
、
一
人
当
り
実
質
所
得
が
一
九
ニ
―
_
―
―
―
八
年
の
一
八
年
間
平
均
で
は
戦
前
(
-
九
一

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

三
年
）
よ
り
一
四
・
七
バ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
第
二
次
大
戦
後
の
九
年
間
平
均
で
は
戦

、
、
、
、
、
、
、

前
よ
り
六
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
増
大
を
示
し
て
い
る
と
し
て
そ
の
「
奇
蹟
」
を
誇
示
し
て
い
る
。
(
H
a
n
,

s
e
n
,
 op. 
cit. 
p
.
3
|
4
)
し
か
し
こ
の
計
算
は
科
学
的
で
な
い
。
何
故
な
ら
H
a
n
s
e
n
の
と
っ
た
一

九
ニ
―
|
-
1
一
八
年
と
い
う
期
間
は
、
好
況
1
1
ブ
ー
ム
と
恐
慌
1
1
不
況
の
二
つ
の
異
っ
た
期
間
を
含
み
、

そ
の
平
均
を
と
っ
て
戦
後
の
好
況
期
の
平
均
と
比
較
す
る
こ
と
ほ
正
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
七
表

に
明
ら
か
な
ご
と
く
二

0
年
代
と
比
較
す
る
と
戦
後
の
一
人
当
り
実
質
所
得
の
成
長
率
は
や
や
衰
退
を

み
せ
て
い
る
が
、
同
資
料
を
用
い
て
一
九
ニ
―
|
-
―
―
八
年
の
平
均
を
算
出
し
一
九
一
三
年
と
比
較
す
る

と
約
八
・
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
、
他
方
一
九
四
六
ー
五
五
年
の
平
均
で
は
一
九
四

0
年
の
五

一
パ
ー
セ
ン
ト
増
大
と
な
っ
て
、
後
者
は
前
者
よ
り
「
驚
異
的
」
な
（
し
か
も
半
分
の
年
数
の
間
に
！
）

成
長
率
を
示
し
て
い
る
如
く
み
え
る
の
で
あ
る
。
(
E
c
o
.
A
l
m
a
n
a
c
,
0
p
.
 cit. 
p.434) 

H
a
n
s
e
n
 

の
「
第
一
次
大
戦
後
に
は
停
滞
が
第
二
次
大
戦
後
に
は
拡
張
と
成
長
が
伴
っ
た
」
と
い
う
命
題
は
、
第

一
に
こ
の
よ
う
な
あ
や
ま
っ
た
平
均
数
字
の
と
り
方
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
更
に
第
二
に
は
第
九

表
の
如
く
戦
時
発
展
率
の
大
き
さ
に
大
部
分
を
負
う
こ
と
を
看
過
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
二
つ
の
大
戦
後
の
平
時
発
展
率
の

み
を
好
況
期
間
に
つ
い
て
対
比
す
る
と
戦
後
は
二

0
年
代
よ
り
や
や
劣
る
の
で
あ
る
。
H
a
n
s
e
n
の
立
諭
の
基
礎
に
は
戦
後
に
大
不
況
は
あ
り
え
な

い
と
す
る
永
久
繁
栄
論
が
暗
々
裡
に
存
す
る
の
で
あ
る
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
G
o
r
d
o
n
!:l
よ
る
「
潜
在
的
な
不
安
定
性
」
の
指
摘
(
G
o
r
d
o
n
,
op. 

cit. p.22) 
C
a
p
l
a
n
に
よ
る
よ
り
重
大
な
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
際
す
る
安
定
装
置
の
効
果
に
つ
い
て
の
懐
疑
(
C
a
p
l
a
n
,
op. 
cit. 
p
.
5
2
)
が
手
近
に

指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀕
尾
）

一四
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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
現
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

が
生
じ
、
恐
慌
周
期
の
長
期
化
(
-
―
―
―
ー
四
年
）
と
小
後
退
の
中
間
的
介
在
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
間
の
基
礎
過
程
は
ト
ラ
ス
ト
の
結
成

④
 

を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
経
済
の
高
度
独
占
資
本
主
義
へ
の
移
行
を
以
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
大
規
模
な
固
定
資
本
投
下
を
徴

に
規
則
的
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

一五

以
上
の
如
き
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
が
循
環
的
変
動
に
お
い
て
現
象
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
い
ま
主
要

経
済
指
標
に
つ
い
て
戦
後
と
二

0
年
代
と
の
態
様
を
各
年
に
お
け
る
対
前
年
増
減
比
率
で
示
す
と
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
（
第
一

0
表）

A
（
戦
後
）
と

B
（二

0
年
代
）
と
の
両
方
を
対
照
す
れ
ば
既
に
み
た
よ
う
に
尿
気
後
退
の
谷
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
対
応
的
な
循
環
小
期
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
戦
後
に
お
い
て
も
二

0
年
代
と
同
様
景
気
の
小
循
環
は
極
め
て
規
則
的
に
存
在
し
、
二

0
年
代
と
ほ

ぽ
対
応
的
な
小
周
期
を
示
し
て
い
な
。
口
四
小
期
を
通
じ
て
み
れ
ば
二

0
年
代
と
同
様
第
2
小
期
の
初
め
に
も
っ
と
も
深
い
投
資
支
出

の
後
退
を
経
験
し
て
い
る
。
（
一
九
四
九
年
、
一
九
ニ
―
年
）
国
景
気
循
環
の
指
標
は
民
間
国
内
総
投
資
に
お
い
て
も
っ
と
も
著
し
い
変

②
 

動
率
を
示
し
、
景
気
変
動
の
一
般
的
性
格
を
示
し
て
い
る
。
四
諸
指
標
の
変
動
率
は
戦
後
に
お
い
て
相
対
的
に
安
定
的
で
あ
る
。
国
好

況
年
に
お
け
る
失
業
率
は
二

0
年
代
に
比
し
て
裔
い
。
こ
の
こ
と
は
戦
後
の
失
業
が
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
る
構
造
的
失

③
 

業
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
ブ
ー
ム
に
お
い
て
も
排
除
し
得
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に
戦
後
の
景
気
後
退
を
ア
メ
リ
カ
経
済
史
上
の
恐
慌
お
よ
び
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
規
模
と
対
比
し
、
そ
の
性
質
を
検
討
し
て
み
よ

う
。
（
第
一
―
表
）

み
ら
れ
る
よ
う
に
、

2
 

一
九
世
紀
後
半
(
1
1
南
北
戦
争
一
八
六
一
ー
六
五
年
後
産
業
資
本
確
立
）
に
は
ほ
ぽ
一

0
年
毎

フ
ロ
ン
ナ
イ
ア

一
八
九
三
年
以
後
（
1
1
-
八
九

0
年
辺
境
の
消
滅
、
独
占
段
階
に
入
る
）
こ
の
周
期
的
恐
慌
に
変
化
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第一 0 表 A

I 対前年度増減比(%) I 
小 期

I 
第 1,]ヽ 期

I 
第 2小期 1 第3小期 I 第 4小期

谷--からピークヘの各年j-1-9-45 --¥ 1947 一¥ 1948 ¥ 1949 ¥ 1eso / 1951 / 1952 ! 1953 ¥ 1954 / 1955 j 1955 

総国民的生産高 ー11.1-0.7 +o.s ー2.,+9.6 +6.9 +3.8 +4.0 -1.3 +7.1 +2.8 

個人消費支出 +11.8 +1.6 +1.8 +2.6 +6.1 +0.4 +3.1 +4.3 +1.8 +1.2 +3.3 

総民間国内投資 +149.2 -8.3 +30.6 -27.6 +61.3 -0.2 ー13.1-2.0 

-1.699I ':I ，十+十22110 3.0 

+2.1 

非農業住宅 +242.9 +31.2 +22.2 -1.8 +46.1 -18.9 ―-1.1 +s.6 +13..5 +10.9 

生産的建設 +108.3 +2.1 +9.1 -2.4 +8.6 +12.4 

゜
+s.o +1..2  +s.9 

生産者耐久設備 +26.8 +35.8 +6.o -11.8 +16.6 +o.s -0.6 +3.8 -7.4 +2.a +11.0 

事(業bill在io庫n純do変lla化r) 
+7.8 -1.o +5.1 -3.5 +1.0 +7.8 +2.2. I -0.3 ー1.o+3.8 +3.4 

政府購買支出 -68.5:I -15.9 +22.0 +15.5 -6.5 +37.4 +22.4 +9.8 -121.71ー2.9-0.8 

失業率(%) | •l.41 4.ol s.81 ul s.81 a.sf 2.91 2.11 ul ul 4.0 

Source, Survey of Current Business, op. cit. p, 24--'25 1947 Dollarにより算出。 失業率は

Economic Almanac, op. cit. p.p.358-9. p.364. p.365により算出。 この数字I:J:. Proprietor, 

Self-employed, Unpaid family workers, domestlesを含まず． これらを含む FederalReserve 

Belletinの資料と相違する。 1955年と1956年は MonthlyBulletin of Statistics July 1957, p,20 

による。

第一〇表 B

I 
対前年度増減比(%)

小 期 1 第1小期 I 第 2 小期 I 
第 3小期 I 第 4,jヽ期

谷からピーグヘの各年[1919 [ 1920 I 1921 I 1922 I 192s 11924 [ 1925 [ 1926 [ 1921 [ 1928 [ 1e29 

国民所得 -| ， i ＋2.5 
叶生芦"+＋十o 9．1 +14.0 +1.4 ド•O +6.9 +0.6 +1.9 +7.4 消費者支出

—-.1 1 +_•,•1 , 

+s..o  +10.0 +s.9 -1.1 +8.o +1.8 +3.1 +4.3 

資本形成 丑．．9＋1臼．｛o —訟．9！十a.a-2.2 -8.0 -8.8 +37.0 

生産者建設設備 — +0.9 -79..5 +196. -2.1 +26.2 +1s.1 -1.s +2.1 +25.2 

住宅建設 - -154.1 -9&..o +as. +29.4+16.4 -4.9-15.0 -16.8 -38.9 
： 

事(b業illi在on庫Do変lla化r) 
+2. +4.2 -o..3  +2. -0.9'+1.e +1.21 +0.4 -0.4 +2.4 

I 

失業率(%) |-2.2! 1.4| 129| 7.s| 1.8| 5.o1 2.o| 1.l| 3.8| 4.4| 1.o 

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
紫
気
循
環
の
若
千
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

＇ ノ‘

Source, S. Kuznets, op. cit. p.147 Table 5,p.269 Table 37, p.272 Table 38より箕出。 1929Dollar 

による。失業率は Eco,Almanac, op. cit. p.p.358~9 p.363, p.364により郷出。

（注）生産者建設設備と住宅建設について1ま千万ドル単位までを基礎に算出した。その他ほAと同様

億ドルまでにより罫出。
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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
現
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
源
尾
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璃

の
期
間
に
分
つ
と
、
第
一
期
（
一
八
九
三
ー
一
九
二

0
年
）
は
、

1
8
9
5
 

A
 

一
八
九
三
年
恐
慌
以
降
で
、

1
9
0
7
 

七

1
9
1
0
 

1
9
1
3
 

表
と
す
る
独
占
体
の
形
成
は
自
由
競
争
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
変
異
し
循
環
に
偏
倫
を
も
た
ら
し
た
。
か
く
し
て
一
八
九
三
年
以
降
を
二
つ

一
九

0
七
年
恐
慌
を
境
に
前
期
（
一
八
九

三
—
一
九
0
七
年
）
と
後
期
（
一
九0
八
ー
一
九
二
0
年
）
と
に
分
た
れ
、
第
二
期
（
一
九
二0
ー
一
九
四
五
年
）
ま、｀
 
一
九
二

0
年
恐

一
九
二
九
年
恐
慌
と
一
九
三
七
年
恐
慌
と
を
境
に
、
前
期
（
一
九
二
0

|
―
九
二
九
年
の
プ
ー
ム
期
）
と
中
期
（
一

固

九
二
九
ー
一
九
三
八
年
の
不
況
期
）
と
後
期
（
一
九
三
九
ー
一
九
四
五
年
の
第
二
次
大
戦
期
）
と
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に

従
え
ば
、
戦
後
は
新
た
な
長
期
循
環
の
起
点
た
る
上
昇
期
に
あ
た
る
わ
け
で
（
第
三
期
）
、
二

0
年
代
と
の
対
比
の
経
済
史
的
意
義
が
確
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認
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

か
く
し
て
戦
後
の
景
気
後
退
に
お
い
て

m、
投
資
の
変
動
率
は
相
対
的
に
安
定
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
（
第

-
0表
）
、
生
産
低
下
の
探
さ
に
お
い
て
は
二

0
年
代
の
二
つ
の
景
気
後
退
（
一
九
二
三
年
一
九
1

一
七
年
）
を
凌
駕
す
る
も
の
で
あ
っ
た

の
み
な
ら
ず
、
世
紀
転
換
点
（
第
一
期
の
前
期
）

こ
の
よ
う
に
し
て
戦
後
の
二
つ
の
景
気
後
退
は
既
に
ア
メ
リ
カ
経
済
史
上
の
二
つ
の
時
期
（

H
-
八
九
―
―
―
ー
一
九
二

0
年
は
一

九
二
0

|
―
九
四
五
年
）

の
前
期
の
上
昇
局
面
に
存
在
し
た
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
匹
敵
す
る
規
模
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
恐
慌
間

的
小
後
退
と
し
て
の
共
通
の
性
格
、
す
な
わ
ち
、
日
周
期
の
短
期
頻
発
性
、
口
投
資
財
生
産
に
顕
著
な
生
産
低
下
現
象
、
国
物
価
低
下

gurce; 

1
9
2
0
 

1
9
2
3
 
遡

の
二
つ
の
景
気
後
退
（
一
八
九
五
年
一
九

0
三
年
）

1
9
2
7
 

口

1
9
3
7
 

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
千
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀕
尾
）

1
9
4
5
 

1
9
4
9
 

の
規
模
を
も
凌
駕
す
る
も
の
で
あ

5
.
7
 

1
9
5
4
 マ八
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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
千
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀕
尾
）

と
失
業
の
増
大
な
ど
循
環
的
不
況
の
性
質
の
具
備
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
戦
後
の
景
気
循
環
は
、
従
来
の
循
環
と
質

的
に
異
っ
た
高
原
状
態
の
発
生
を
論
証
す
る
波
動
型
の
変
化
を
示
し
て
い
な
い
。
勿
論
民
間
投
資
を
凌
駕
す
る
量
的
な
ウ
ェ
イ
ト
を
も

交
渉
権
の
保
護
・
社
会
保
障
制
度
・
農
産
物
価
格
維
持
制
度
・
住
宅
補
助
制
度
）
、
他
面
に
お
い
て
貨
幣
・
信
用
市
場
を
調
節
し
、

っ
て
消
費
函
数
の
安
定
を
は
か
る
と
と
も
に
信
用
市
湯
の
急
激
な
崩
壊
の
阻
止
に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
Q
(
1
1
利
子
率
操
作
・
公
開
市
場

マ
ー
ジ
ン
・
リ
ク
ア
イ
ア
メ
ン
ト

操
作
・
準
備
率
操
作
・
株
式
払
込
現
金
所
要
率
操
作
・
賦
払
信
用
統
制
な
ど
。
）
こ
の
こ
と
は
あ
る
程
度
の
投
資
援
助
政
策
(
1
1
法
人
税

も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
が
、

引
下
げ
・
超
過
利
潤
税
廃
止
•
特
別
償
却
方
法
の
採
用
な
ど
）
と
相
侯
っ
て
市
場
面
よ
り
す
る
戦
後
の
投
資
率
変
動
の
相
対
的
安
定
を

⑧
 

し
か
し
稽
極
的
に
投
資
函
数
の
規
制
に
進
み
得
な
い
ア
メ
リ
カ
政
府
の
性
格
の
制
約
性
は
、
投
資
率
の
変

動
と
、
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
を
終
局
的
に
除
去
し
得
ず
、

か
く
し
て
、，
 

の
必
然
性
と
そ
の
実
在
的
基
礎
は
除
去
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
お
い
て
は
こ
の
点
を
主
と
し
て
投
資
面
に
つ
き
分
析
し

て
み
よ
う
。

山

P.A.
S
a
m
u
e
l
s
o
n
は
、
戦
後
の
循
蹂
に
つ
い
て
そ
れ
が
「
大
な
る
規
則
性
を
も
ち
」
「
種
々
の
経
済
理
論
と
基
本
的
に
合
致
す
る
ほ
ど
諸
事
象

は
精
確
で
あ
っ
た
。
」
と
し
て
い
る
。

(
S
a
m
u
e
l
s
o
n
.
in 
T
h
e
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of 
E
i
s
e
n
h
o
w
e
r
,
 op. 
cit. 
p.371) 

②

R
.
A
.
 G
o
r
d
o
n
は
循
環
の
種
類
を
区
別
し
て
H
P
u
r
e
M
i
n
o
r
 R
e
c
e
s
s
i
o
n
に
お
い
て
は
尚
投
資
機
会
の
ス
ト
ッ
ク
が
大
き
く
「
循
環
的
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
長
期
的
投
資
に
影
響
せ
ず
に
作
用
す
る
」
こ
と
を
特
徴
と
し
（
一
九
二
三
、
一
九
二
七
、
一
九
四
九
、
一
九
五
四
各
年
）
、
口

H
y
b
r
i
d

C
o
n
t
r
a
c
t
i
o
n

に
あ
っ
て
は
鋭
い
が
相
対
的
に
短
か
い
循
現
的
収
縮
で
あ
っ
て
短
期
期
待
の
変
化
が
長
期
期
待
に
影
響
す
る
こ
と
(
-
九

0
七、

一
九
三
七
ー
八
、
一
九
ニ
―
各
年
）
、
国

M
a
j
o
r
D
e
p
r
e
s
s
i
o
n
に
お
い
て
ほ
、
「
基
礎
的
投
資
機
会
の
重
大
な
損
偽
」
を
伴
う
こ
と
に
よ
り
長

期
停
滞
に
渫
く
(
-
八
七

0
年
代
、
一
八
八

0
年
代
、
一
八
九

0
年
代
、
一
九
一
―

1
0年
代
）
と
し
て
い
る
。

(Gordon,
op. 
cit. 
p.p.10~11, p.16) 

こ
こ
で
区
分
の
指
標
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
リ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
長
期
投
資
に
与
え
る
影
響
如
何
で
あ
っ
て
小
後
退
に
お
い
て
も
短
期
投
資
率
に
対
す

つ
政
府
支
出
の
調
整
的
機
能
は
、

九

「
急
激
な
崩
壊
」
の
形
態
は
変
容
す
る
に
し
て
も
景
気
変
動 も

一
面
に
お
い
て
個
人
的
消
費
を
補
完
し
有
効
需
要
を
維
持
す
る
と
と
も
に
(
1
1
累
進
所
得
税
・
団
体
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る
低
下
影
響
は
当
然
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
一
九
四
九
年
の
リ
セ
ッ
シ
ョ
ソ
に
お
い
て
は

B
u
s
i
n
e
s
s
I
n
v
e
n
t
o
r
y
の
変
動
の
巾
が
大
で
あ

る
こ
と
に
注
目
さ
れ
（
第
一

0
表
A
)
、
B.
C
a
p
l
a
n
 :
!
;
!
こ
れ
を
^
•
I
n
v
e
n
t
o
r
y

Recessioǹ
．
と
規
定
し
て
い
る
が

(Caplan,
A
 C
a
s
e
 Study, 

0p. 
cit. 
p.29)
、
し
か
し
「
下
向
転
換
を
始
め
た
力
は
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
の
菩
積
に
対
す
る
主
要
な
衝
撃
で
あ
る
」
に
し
て
も
、
そ
の
効
果
は
民
間
固

定
投
資
の
顕
著
な
下
向
傾
向
に
及
び
、
循
環
の
一
般
的
原
理
論
的
特
質
を
止
揚
す
る
も
の
で
は
な
い
。
イ
ソ
ベ
ン
ト
リ
の
帳
簿
価
格
の
衰
退
率
も
、

製
造
工
業
者
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
が
最
大
で
、
中
で
も
耐
久
財
と
く
に
金
属
製
品
、
電
気
機
械
、
自
動
車
及
部
品
な
ど
が
大
き
く
か
く
し
て
投
資
財
に
一

層
ほ
げ
し
い
こ
と
が
分
る
。
更
に
ピ
ー
ク
か
ら
谷
へ
の
衰
退
率
は
四
半
期
単
位
の
比
較
で
は
、
総
民
間
国
内
投
資
が
一
―
1

1

一
・
ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
、
農
業

所
得
が
一
―
―
五
・
ニ
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
課
税
後
法
人
利
潤
が
一
―

1
0
•
五
．
ハ
ー
セ
ン
ト
の
高
率
を
示
し
、
投
資
と
利
潤
率
の
低
下
、
農
業
の
衰
退
が
依
然
と

し
て
主
要
な
徴
表
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(ibid.Table
1
~
3
)
他
面
に
お
い
て
プ
ー
ム
に
は
何
れ
も
投
資
市
場
の
比
重
が
増
大
し
て
お
り

（
第
八
表
）
、
戦
後
循
環
の
典
型
的
性
格
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

③

K
e
y
n
s
i
a
n

の
思
考
に
こ
の
資
本
の
有
機
的
樅
成
の
高
度
化
に
伴
う
相
対
的
過
剰
人
口
1
1
構
造
的
失
業
の
問
題
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
は
既
に

P. S
w
e
e
z
y
~
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は

S
w
e
e
z
y
の
表
現
す
る
よ
う
に
「
技
衛
的
」
な
も
の
で
は
な
く
正
に

生
産
関
係
に
よ
っ
て
構
造
的
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
S
w
e
e
z
y
,
E
c
o
n
o
m
i
s
t
 
K
e
y
n
e
s
,
 
in T
h
e
 N
e
w
 E
c
o
n
o
m
i
c
s
,
 
ed. 
b
y
 

S.E•Harris, 

p.107
邦
訳
一
六
四
頁
）
い
わ
ゆ
る
摩
擦
的
失
業
な
る
も
の
も
、
資
本
の
技
術
的
変
化
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
当
然

資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
伴
う
相
対
的
過
剰
人
口
1
1
産
業
予
備
軍
の
析
出
の
一
形
態
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
資
本
主

義
的
動
態
社
会
に
お
け
る
労
働
力
の
移
動
と
は
か
か
る
技
術
的
進
歩
に
対
す
る
適
合
性
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
尚
失
業
が
好
況

に
お
い
て
も
排
除
し
得
な
い
と
い
う
理
由
の
一
っ
に
は
、
戦
後
に
は
農
業
部
門
の
比
重
が
低
下
し
（
第
六
表
）
、
そ
の
た
め
潜
在
的
過
剰
人
口
の
ブ
ー

ル
た
る
最
業
従
事
者
人
口
の
比
重
が
低
下
す
る
と
共
に
、
農
業
に
お
け
る
機
械
化
の
促
進
は
工
業
部
門
と
同
様
に
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に

直
面
さ
せ
、
（
鈴
木
圭
介
氏
「
ア
メ
リ
カ
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
発
達
の
諸
指
標
」
社
会
科
学
研
究
第
七
巻
第
一
号
所
収
参
照
）
、
か
く
し
て
二
重

の
意
味
で
相
対
的
過
剰
人
口
を
排
出
す
る
か
ら
で
あ
る
。
（
第
一
二
表
）S
.
E
•
H
a
r
r
i
s
は
「
失
業
が
最
低
限
よ
り
高
い
」
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
、

A
.
C
•
H
a
r
b
e
r
g
e
r

も
「
摩
擦
的
失
業
お
よ
び
非
自
発
的
失
業
に
対
処
す
る
政
策
を
公
正
か
つ
果
断
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
。
」

と
警
告
し
て
い
る
。

(
T
h
e
E
c
o
n
o
m
i
c
s
 of 
E
i
s
e
n
h
o
w
e
r
,
0
p
.
 cit. 
p.358, 
p.381) 

④
主
な
独
占
体
の
結
成
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1器
2
"
S
t
a
n
d
a
r
d
Oil 
T
r
u
s
t
,
 1
8
8
7
"
S
u
g
a
r
 
Refineries 
C
o
m
a
n
y
,
 Distillers a
n
d
 Cattle 
F
e
e
d
e
r
s
 T
r
u
s
t
 (
ウ
ィ
ス
キ
ー
ト

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
素
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

四
〇
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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀕
尾
）

第一二表

I I 総民事雇傭 1 農業雇俯 1 非農業雇傭
million「指数 millionl指数 million1指数 1

1919 I 40.0 I 100.0 I 13.2 I 100 I 26.8 I 100 
I 
1929 I 43.8 I 109.4 I 12.8 I 97 I 31.0 I 116 

f::: I ;:: I ::::: I :::: [ l:: I :::: I ::: 
1946 I 51.6 I 100.0 I 10.3 I 100 I 41.3 I 100 

][ 1955.4 56.9 110.3二 78 48. 91 118 

Source, Economic Almanac, op. cit. p.p.358~9, 1955年は4月の数字。

四

ラ
ス
ト
）
、

1
8
9
1
:
A
m
e
r
i
c
a
n
S
u
g
a
r
 
R
e
f
i
n
i
n
g
 C
o
m
p
a
n
y
`
1
9
0
1
:
U
n
i
t
e
d
 S
t
a
t
e
s
 

S
t
e
e
l
 
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
,
 
N
o
t
h
e
r
n
 
S
e
c
u
r
i
t
y
 
C
o
m
p
a
n
y
,
 
1
8
9
9
:
U
n
i
t
e
d
 
S
h
o
e
 

M
a
c
h
i
n
e
r
y
 
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
,
 
A
m
a
l
g
a
m
a
t
e
d
 
C
o
p
p
e
r
 
C
o
m
p
a
n
y
,
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 

S
m
e
l
t
i
n
g
 a
n
d
 R
e
f
i
n
i
n
g
 C
o
m
p
a
n
y
,
 1
9
0
1
:
C
o
n
s
o
l
i
d
a
t
e
d
 T
o
b
a
c
c
o
 C
o
m
p
a
n
y
,
 

1
9
0
2
:
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 M
e
r
c
a
n
t
i
l
e
 M
a
r
i
n
e
 C
o
m
p
a
n
y
,
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 H
a
r
v
e
s
t
e
r
 

C
o
m
p
a
n
y
.
こ
れ
ら
は
多
く
モ
ル
ガ
ン
、
ロ
ッ
フ
ェ
ラ
ー
と
結
合
し
金
融
資
本
と
し
て
形
成
さ

れ
た
。

固

Z
.
D
•
K
o
n
d
r
a
t
i
e
f
f

:
'
;
!
長
期
波
動
の
第
三
波
を
一
八
九

O
I九
六
年
の
間
に
始
ま
る
と
し
、

一
九
一
四
ー
ニ

0
年
間
ま
で
を
そ
の
上
昇
局
面
と
し
て
い
る
が

(Kondratieff,

T
h
e
 L
o
n
g
 

W
a
v
e
 i
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 Life, 
T
h
e
 R
e
v
i
e
w
 o
f
 E
c
o
n
o
m
i
c
 Statistics, 
N
o
v
.
 1935, 

R
e
p
r
i
n
t
e
d
 i
n
 R
e
a
d
i
n
g
 in 
B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
 T
h
e
o
r
y
,
 1950. 
p.32),
そ
の
後
の
態

様
を
勘
案
す
れ
ば
む
し
ろ
こ
の
期
間
を
独
占
の
結
成
に
よ
る
周
期
的
恐
慌
の
変
容
以
後
の
第
一

期
と
し
、
そ
の
前
期
を
ほ
ぼ

H
a
n
s
e
n
の

M
a
j
o
r
C
y
c
l
e
 of 
1
9
0
7
 
/,,J.
、
後
期
を

M
a
j
o
r

C
y
c
l
e
 o
f
 
1
9
2
0
に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る

(
H
a
n
s
e
n
,

B
u
s
i
n
e
s
s
 
C
y
c
l
e
 

a
n
d
 N
a
t
i
o
n
a
l
 I
n
c
o
m
e
,
 1951. 
p.28ー
32)
。
同
様
に
一
九
二

0
年
以
降
の
第
二
期
は
前
期

が
H
a
n
s
e
n
の
M
a
i
o
r
C
y
c
l
e
 of 
1929,
中
期
が

M
a
j
o
r
C
y
c
l
e
 of 
1937,
後
期
が

T
h
e

B
o
o
m
 o
f
 t
h
e
 S
e
c
o
n
d
 W
o
r
l
d
 W
a
r
に
ほ
ぼ
該
当
さ
せ
ら
れ
う
る
。

(ibid.
p
.
3
3
1父
5

)

第
一
期
第
二
期
共
に
末
尾
に
大
戦
を
有
し
、
各
期
の
経
済
的
矛
盾
の
総
決
算
が
行
わ
れ
て
い
る
。
第
三
期
た
る
戦
後
は
前
二
者
の
上
昇
期
の
モ
デ
ル

に
類
似
的
な
上
向
的
波
動
型
の
高
原
状
を
描
き
、
現
在
の
生
活
期
の
循
現
型
が
異
例
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
c
f
•
K
o
n
d
r
a
t
i
e
f
f
,
0
P
.

cit. 
p.29 
c
h
a
r
t
 5, 
W.C・

ア
[itchell,

B
u
s
i
n
e
s
s
 
C
y
c
l
e
,
 
t
h
e
 
P
r
o
b
l
e
m
 
a
n
d
 
its 
S
e
t
t
i
n
g
`
1
9
3
0
.
 
p
.
3
6
8
-
9
.
 c
h
a
r
t
 21, 

H
a
n
s
e
n
,
0
p
.
 cit. 
p.37 
F
i
g
u
r
e
 19. 
Statistical 
A
b
s
t
r
a
c
t
 of 
U
.
S
.
 
1957, 
p.782 
Fig. 
X
X
X
V
I
I
I
 etc.) 

⑥
第
三
期
の
経
済
史
上
に
占
め
る
位
置
を
み
る
た
め
主
要
製
造
工
業
の
成
長
の
ク
イ
プ
を
各
期
に
つ
い
て
示
す
と
第
二
二
表
の
如
く
な
る
。
即
ち
第

三
期
の
成
長
の
型
は
、
消
潰
財
工
業
（
食
品
、
繊
維
）
に
つ
い
て
著
し
く
鈍
化
し
、
他
方
、
鉄
鋼
・
化
学
工
業
・
運
輸
設
備
の
生
産
財
工
業
は

1
1
0
年
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第 表

I製生造産工高業成業長種率別 1食品工%業 1繊維工%業1化学工%業1石炭石%油1鉄%鋼 1機%械 1運輸設%備1全工%業

第 •l 1899-1909 I → +OO 十締 1 丑 ＋ll91 ・集 I 丑 9 十●
期 1909ー1919 +45 +11 +64 +146 +34 n.a. +468 +41 

箋|l 199←9磁 1翡皇澁枯田位+91 +臼29 
+94 • +m  I +10 !1·•· +64 +64 

+58 +53 

ー期 1929-1939 +19 +26 +15 -14 ー20 -23 -1 

1939ー1945 +s9 +so +1114. +114 +61 +230 +373 +96 
I 

1 局第I 1 946 -1 95 6 I +111 +4 I +H  I +s2 I +s3 +90 | ＋105| +58 
Source, 1899より1929年まで． SimonFabricant, The Output of manufacturing Industries, 1940 p.p. 

60~61, Table 5より， 1929年より1叫5年は EconomicAlmanac, op. cit. p.p.312~313, 1946~1956年

はibid.p.p.310~311, Federal Reserve Bulletin, op. cit. p.195より算出。尚． Fabricantにおいてほ，

投入抵を差引いた純産出批として計算しているため， Almanacの数字とは一致しない。

代
を
凌
駕
し
て
著
し
い
成
長
を
み
せ
、
か
く
て
生
産
財
と
消
費
財
の
不
均
等
発
展
が
高

度
化
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
期
の
上
昇
期
（
世
紀
転
換
点
）
に
お
い
て
両
者

の
不
均
等
が
比
較
的
に
小
さ
か
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
り
、

1
1
0年
代
は
中
間
的
過

渡
的
様
相
を
示
す
。
尚
業
種
別
に
は
第
一
期
が
鉄
鋼
に
、
第
二
期
が
石
炭
•
石
油
に

支
え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
第
一
1

一
期
は
運
輸
（
航
空
機
）
及
び
化
学
工
業
を
主
と
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
第
三
期
の
主
工
業
の
成
長
率
は
、
他
の
各
期
の
主
工
業
（
鉄

鋼
、
石
炭
石
油
）
の
成
長
率
に
劣
り
、
か
つ
大
戦
中
の
成
長
率
に
劣
っ
て
い
る
。
か
く

て
現
在
の
ア
メ
リ
カ
経
済
の
内
在
的
生
産
能
力
の
発
展
は
、
他
の
対
応
的
時
点
に
く
ら

ベ
け
っ
し
て
優
位
に
あ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
平
時
生
産
能
力
が
戦
時

生
産
能
力
を
凌
駕
し
得
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
、
平
時
の
市
場
問
題
と
の
関
連
に
お
い

て
極
め
て
重
要
な
問
題
提
起
を
な
し
て
い
る
。

m
一
九
四
五
ー
六
年
の
生
産
低
下
は
、
第
一

0
表

A
に
み
る
よ
う
に
、
極
め
て
強
力
な

個
人
の
消
費
と
民
間
国
内
投
資
の
上
向
惰
力
の
中
で
現
象
し
た
の
で
あ
っ
て
景
気
循
謀

的
な
後
退
現
象
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
戦
後
の
循
環
は
終
戦
後
の
調
整

過
程
を
以
て
始
ま
り
、
一
九
四
九
年
に
最
初
の
リ
セ
ッ
シ

a
ン
を
も
っ
た
と
み
る
こ
と

が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
四
六
年
の
生
産
低
下
を
「
過
剰
生
産
で
は
な

く
て
戦
時
の
諸
条
件
か
ら
平
時
の
そ
れ
へ
の
移
行
で
あ
る
」
と
み
な
す
マ
ニ
ュ
キ
ャ
ソ

の
見
解
は
正
し
い
と
共
に
、
大
戦
と
い
う
大
き
な
要
因
を
軽
視
し
て
「
一
九
四
八
ー
四
九

年
の
恐
慌
は
…
一
九
三
八
年
以
降
の
循
環
に
終
末
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
と
さ
れ

る
井
汲
氏
の
見
解
は
同
意
で
き
な
い
。
（
マ
ニ
ュ
キ
ャ
ン
「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
周
期
的

発
展
の
若
干
の
現
象
」
国
際
資
料
三
七
号
訳
載
五
頁
。
井
汲
卓
一
氏
「
戦
後
景
気
循
現

の
研
究
」
五
八
頁
）
や
は
り
、
大
戦
後
の
調
整
過
程
が
新
た
な
経
済
周
期
の
始
発
を
準

備
し
形
成
し
た
と
み
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
民
間
投
資
の
上
向
運
動
ほ
戦
後
に

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

四
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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀕
尾
）

3
 

四

お
い
て
始
め
て
強
力
に
揆
条
し
た
か
ら
で
あ
る
。
（
第
一

0
表

A
参
照
）

⑧

H
a
n
s
e
n
は
か
れ
の
い
う
「
公
忠
混
合
経
済
」
に
つ
い
て
そ
れ
が
「
私
有
か
ら
公
有
へ
の
移
行
で
な
い
」
こ
と
、
そ
こ
で
は
「
冦
的
企
業
は
よ
り

強
化
さ
れ
よ
り
活
溌
に
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
と
た
る
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
政
府
は
忠
的
企
業
の
生
産
物
の
巨
大
な
購
買
者
で
あ
る
が
、
生
産

手
段
の
政
府
に
よ
る
所
有
と
操
業
は
増
大
し
て
い
な
い
。
か
く
て
「
国
家
は
栽
的
企
業
制
度
に
代
る
も
の
で
な
く
そ
れ
を
強
化
し
作
用
し
易
く
す
る
」

役
削
を
演
ず
る
に
す
ぎ
な
い
。

(
H
a
n
s
e
n
,
T
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
,
 p
.
1
0
,
 
p
.
1
4
9
)

従
っ
て
基
本
的
に
市
湯
面
の
補
完
的
役
割
を
で
る
こ

と
は
な
い
の
で
あ
る
。

(

W•Fellner 

:);;!、

C
o
l
d
W
a
r
的
要
因
を
捨
象
し
て
も
、
自
動
的
安
定
装
置
の
意
義
の
増
大
に
よ
っ
て
、
「
現
在
の
社
会
政
治
的
環
境
に
お
い

て
は
デ
フ
レ
的
傾
向
は
政
府
施
策
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
想
定
す
る
強
い
理
由
が
存
在
す
る
。
」
と
し
て
い
る
が
他
面
に
お
い
て
、
ノ

ー
マ
ル
な
条
件
で
の
プ
ー
ム
の
特
徴
た
る
特
定
産
業
の
急
速
な
増
大
は
二

0
年
代
と
同
様
に
経
済
の
不
安
定
的
要
因
を
な
す
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

(Fellner、
P
o
s
t
W
a
r
 E
c
o
n
o
m
i
c
 T
e
n
d
e
n
c
i
e
s
 in t
h
e
 U
n
i
t
e
d
 State, 
in T
h
e
 B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
 in t
h
e
 P
o
s
t
 W
a
r
 W
o
r
l
d
,
 

E
d
.
 b
y
 L
u
n
d
b
e
r
g
,
 1
9
5
5
)

わ
れ
わ
れ
の
み
る
と
こ
ろ
で
は
後
者
こ
そ
規
定
的
で
あ
り
、
前
者
は
そ
の
緩
和
要
因
を
な
す
に
す
ぎ
ぬ
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

(11
景
気
変
動
の
基
動
的
要
因
と
し
て
の
質
的
区
別
に
注
意
。
）

成
長
と
循
環
の
規
定
的
動
因
は
投
資
の
変
動
に
求
め
ら
れ
る
が
、
投
資
は
利
潤
率
の
函
数
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
る
に
利
潤
率
の
動

向
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
（
第
一
四
表
）
第
一
に
利
潤
率
し
た
が
っ
て
投
資
率
（
量
）
の
安
定
的
要
素
と
し
て
、

H
法

人
利
潤
税
の
課
税
前
利
澗
に
対
す
る
割
合
は
戦
後
に
は
二

0
年
代
を
は
る
か
に
凌
駕
し
一
九
五
一
年
以
降
は
ほ
ぼ
大
戦
中
の
比
重
に
匹

ll 

敵
す
る
。
こ
の
約
五

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
税
率
は
そ
の
定
額
超
過
累
進
性
に
よ
っ
て
景
気
変
動
に
対
す
る
自
動
的
安
定
装
置
と
し
て

図

の
一
機
能
を
果
す
。
何
故
な
ら
景
気
変
動
を
通
じ
て
課
税
後
利
潤
量
の
変
動
を
相
対
的
に
安
定
的
な
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
口
課
税

後
利
潤
に
お
け
る
内
部
留
保
率
は
二

0
年
代
よ
り
は
る
か
に
高
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
株
主
配
当
率
の
減
少
に
よ
っ
て
所
得
分
配
の
不
均
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第一四表

＾ ＾ ＾ ^  ＾課税前会社 2会社利潤税 3 内部留保 4 配 当 5 減額償却
I 

ふ利潤 ~j :c:: ツ -

固定資本
投資額

固定投資平醤霊こ二三：：I%嵩::I％饂°互均利潤悶3
(1925) 

1923 16.3 - | - - - 3.8 - - 24.9 8.6 189.5 

1926 I 19.3 I - I - I - I - I 4.7 I - I - I 24.7 I 9.2 I 209.8 

前期との
1基準値

20.81 I I I I 6.3 I I I 26.0 I 10.0 I 208.0 

1929 I ＇後期との
基準値

9.61 1.4 110.8 I 2.4 I 28.9 I 5.8 I 11.1 I 8.6 I 53.1 i 16.2 I 59.3 
I 

1933 I.2  I 0.5 12so.o l-2.4 （一） 2.01soo.o I 7.2 1514.3 I 1.4 I 14.3 

1938 I 3.3 I 1.0 I 30.3 1-.9 （一） 3.21139.o I 7.8 [nG.4 I 6. 7 I 49.3 

1939 I 6.4 I 1.4 I 21.8 I 1.2 I 24.0 I 3.8 I 76.0 I 7.8 I 83.9 I 9.3 I 68.8 

I- - ------
1944 I 23.3 I 12.9 I 55.4 I 5.7 I 54.8 I 4.7 I 45.2 I 12.0 1169.0 I 7.1 I 328.1 

I--- -----------
I i 1946 I 22.6 I 9.1 I 40.31 7.7 j 57.5 I 5.8 j 42.5 j ll.7 j 43.2 j 27.1 I 83.4 
11941 I 29.s I n.3138.3 I 11.1 I s4.3 I 6.5135.11u.1141.5 I 29.7 I 99.3 
I 1948 32.8 12.5 38.1 13.0 64.1 7.2 35.9 16.5 40.0 41.2 79.6 

1949 I 26.2 I 10.4 I 39.7 I 8.3 I 52.5 I 7.5 I 47.5 I 18.4 I 56.6 I 32.5 I 80.6 

1950 I 40.0 I 17.8 I 44.5 I 12.9 I 58.5 I 9.2 I 41.6 I 20.5 I 40.0 I 51.2 I 78.1 

1951 I 41.2 I 22.5 I 54.6 I 9.6 I 51.4 I 9.1 I 48.6 I 23.5 I 41.3 I 56.9 I 72.4 

1952 I 35.9 I 19.8 I 55.2 I 7.1 I 44.1 I 9.0 I 55.9 I 23.9 I 48.0 I 49.8 I 72.1 

1853 I 37.o I 20.3 I 54.9 I 7.4 I 44.3 I 9.3 I 55.7 

1954 I 33.5 111.4 I 52.0 I 6.1 I 3s・.1 I 9.9 I 61.9 

1955 42.5 I 21.5 1 50.6 1 9.9 1 47.1 1 11.o 
j 1956 j 43.0 j 21.9 I 50.9 I 9.2 I 43.8 I 11.9 

5

9

6

3
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9
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70.1 

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
森
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て

（
瀬
尾
）

内Source, 1923 ~ 1929年は， S.Kuznets, op, cit. ~ 1 Iま， p.216-7Table 22における Enterpreneurial

Withdrawal, Saving, Dividendsを加算したもの。これは，技術者俸給及び管理職の給与を含み以下

の資料と一致しない。 (cf:p.322) 4は， ibid.対外支払バランスを含む。 5は J.M..Keynes,

General Theory, p.103より。 6は， Kuznets, op. cit. p.269. Table 37. 1929年以降については

Survey of Current Business, op. cit. p.8-9, p.10-11により卵出。尚， 3 4 の内部留保率，配
、-、一ク‘

^.  -． 
当率はそれぞれ課税後会社利潤＝3+4に対する割合を第出。 5ほ資本消費引当金（減価償却引

金当＋固定蛮本の偶然的損恥十当期資本支出〔修繕費））であり， 民間国内投資に対する比率を舞出し

たもの。 7 ほ，課税前法人利潤＋民間国内投資XlOOであって，アメリカ経済統計の性格上，原

料費ほ企業間取引として消去されている上，被除数ほ剰余価値部分全体を包括せず，又除数ほVを省

いてあるので， 近似的な固定資本の収益率を以て社会的平均利潤率を類推するものであるが，当面

の目的にほ有用であると考える。

〔注〕本表及び第一六表は概念規定の関係上数字の絶対値ではなく，水準の高低の位相及び趨勢の上

下傾向においてのみ利用することが望ましい。

四
四
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戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
千
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

四
五

③

④

 

衡
を
相
対
的
に
是
正
し
高
所
得
階
層
に
よ
る
変
動
的
個
人
貯
蓄
の
比
重
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
企
業
金
融
を
主
と
し
て
内
部
資
金

に
依
拠
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
で
投
資
源
泉
が
証
券
市
場
の
利
子
率
や
思
惑
投
機
の
変
動
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
度
合
の
減
じ
た
こ
と
を

示
す
で
あ
ろ
う
。
国
戦
後
の
資
本
償
却
率
の
累
進
的
増
大
は
資
本
設
備
の
早
期
陳
腐
化
11
加
速
的
償
却
に
よ
っ
て
生
産
財
市
場
の
内
包

的
投
資
機
会
の
創
出
を
は
か
る
も
の
で
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
結
合
し
て
い
る
が
、
規
則
的
な
投
資
需
要
の
創
出
は
投
資
市
湯
の
安
定

性
に
寄
与
す
る
と
い
え
る
。
以
上
が
投
資
を
規
制
す
る
安
定
的
要
因
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
同
時
に
以
下
の
如
き
不
安
定
的
要
因
の
存

在
に
よ
っ
て
囲
続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
利
澗
率
は
戦
後
の
生
産
方
法
の
進
歩
に
よ
る
相
対
的
剰
余
価
値
率
の
上
昇

に
帰
因
し
二

0
年
代
よ
り
も
高
い
水
準
に
あ
る
が
、
同
時
に
戦
後
に
は
か
な
り
明
確
な
利
潤
率
低
下
傾
向
が
み
ら
れ
二

0
年
代
と
対
照

を
な
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
戦
後
の
資
本
の
有
機
的
横
成
の
高
度
化
傾
向
が
二

0
年
代
に
比
し
て
顕
著
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
も
の

で
あ
っ
て
（
第
一
五
・
一
六
表
）
、
利
澗
率
を
規
定
的
動
機
と
す
る
資
本
制
生
産
に
お
け
る
か
か
る
利
潤
率
低
落
傾
向
は
長
期
的
に
は
資

本
制
生
産
の
「
寓
の
制
限
」
と
な
り
、
短
期
的
に
は
資
本
の
過
剰
蓄
積
に
よ
る
利
潤
率
崩
壊
の
条
件
(11
恐
慌
の
必
然
性
）
を
形
成
す
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
製
造
工
業
に
お
け
る
利
洞
率
の
比
較
的
高
水
準
の
維
持
は
尚
こ
の
要
因
が
可
能
的
た
る
に
止
ま
り
顕
在
化
す
る
に

至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
第
一
六
表
）

⑧
 

本
係
数
の
低
位
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
戦
後
の
技
術
革
新
が
一
面
に
お
い
て
加
速
的
償
却
に
よ
る
投
資
需
要
増
大
を
惹
起
し
つ
つ
他

向
と
共
に
民
間
投
資
市
場
の
比
重
の
低
下
に
作
用
す
る
。
（
第
九
表
参
照
）

面
で
は
生
産
性
上
昇
に
よ
る
資
本
係
数
の
低
下
を
通
じ
資
本
蓄
積
所
要
率
を
減
退
さ
せ
る
と
い
う
二
重
的
11
矛
盾
的
性
格
を
も
つ
も
の

⑨
 

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
生
産
性
上
昇
に
伴
う
所
要
蓄
積
率
の
低
下
は
資
本
の
過
剰
を
促
発
す
る
誘
因
で
あ
り
、
利
潤
率
低
下
傾

Ol 

国
更
に
最
近
の
加
速
的
償
却
は
近
年
(
-
九
五
五
ー
六
年
）

の
資
本
係
数
11
投
資
市
場
上
昇
の
強
引
な
動
因
を
な
す
が
、
こ
れ
に
は
前
述
の
二
重
性
と
と
も
に
、
資
源
の
浪
費
に
よ
る
消
費
に
対
す

口
戦
後
の
資
本
の
生
産
性
の
上
昇
は
若
干
年
を
除
き
二

0
年
代
に
比
し
て
の
資
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第一五表

醗翌ぷ）心沿巽晶 I(3)俸塁嬰註砿I濯間固定投資
咄o'9I 指数 Il':.:は 1指数 1 醤:~: I 指数 I l':.:は1指数

1919 31.1 100.0 2.2| 100.o 認．0 100.o 10.1 100.o 

1925 I 32.1 I 103.2 I 2.0 I 90.9 I 45,4 I 119.5 I 13.8 I 136.6 
II I I I I I 1(100)1 1(184) 

1929 I 35.0 I 112.5 I 2. 7 I 123.0 I 52.6 I 1鵠．4I 15.6 I 154.4 
c100) I I (184) I I c10oi I I (143) 

1946 I 81.2 I 100.0 I 86.8 I 100.0 I 91.2 I 100.0 I 21.0 I 100.0 

1952 I 136.6 I 168.2 I 183.5 I 211.4 I 152.0 I 166.6 I 46.8 I 222,9 
n I I I c100) I I (163) I I c100> I I (184) 
1956 I n.a. I n.a. I n.a. I n.a. 1189,4 I 207.7 I 61.4 I 292.4 

c100J I I (179) 

＾ Source, 1 E.conomic Almanac, op. cit. p.240. 2 I期は ibid.p.蕊1, n期は
-̀ノ

p.294 3 I期は ibid,p. 424江期は Surveyof Current Business, op. cit, p,8 

-6 4 I Eco. Almanac, op. cit. p.4茄． nSurvey of Current Business, op. cit. 
p.8-9により算出。 〔注〕 （）内の数字は成長率の比を示す。

Built-in 
S
t
a
b
i
l
z
e
r
が
経
済
変
動
に
対
す

極
的
に
投
資
函
数
を
規
制
し
得
な
い
ア
メ
リ
カ
経
済
の
根
本
的
制
約
性

資
本
蓄
稼
に
対
す
る
直
接
的
な
規
制
た
り
得
な
い
。
こ
こ
に
政
府
が
積

あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
か
か
る
政
府
需
要
の
性
格
は
安
全
保
障
支
出
に
五

か
る
基
礎
的
な
資
本
蓄
稼
内
部
の
不
安
定
性
は
、
民
間
投
資
の
比
重
を

圧
倒
す
る
政
府
需
要
の
存
在
に
よ
っ
て
強
力
に
相
殺
1
1
補
強
さ
れ
る
で

割
が
依
存
し
（
第
一
七
表
）
、
流
通
1
1
市
場
面
で
の
補
完
に
止
ま
る
た
め
、

が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
有
効
需
要
創
出
1
1
維
持
機
能
を
主
と
す
る
構
造
的
安
定
装
置

る
決
定
的
効
能
を
有
し
得
な
い
と
思
考
す
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
の
打
開
の
た
め
に
公
共
投
資
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て

景
気
変
動
の
統
御
要
因
に
若
干
後
退
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
か

近
年
の
利
澗
税
率
の
緩
舒
な
低
下
と
配
当
率
の
上
昇
は
前
段
に
述
べ
た

っ
て
恐
慌
の
条
件
を
自
己
憧
着
的
に
累
穣
す
る
作
用
を
有
し
て
い
る
。

か
ら
国
の
要
素
は
資
本
の
過
剰
蓄
積
へ
の
傾
向
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ

め
そ
の
累
積
的
効
果
は
重
大
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て

H

に
よ
り
相
殺
さ
れ
な
い
と
き
は
投
資
・
貯
蓄
の
バ
ラ
ン
ス
を
悪
化
せ
し

る
相
対
的
抑
圧
的
効
果
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
一
因
を
形
成
す
る
で

ll 
3U 

あ
ろ
う
。
ま
た
加
速
的
償
却
の
超
堅
実
主
義
は
既
に
一
九
二
九
年
の
事

d“
 hu 

態
に
つ
い
て
ケ
イ
ン
ズ
の
指
摘
し
た
如
く
対
応
的
な
置
換
支
出
の
存
在

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
現
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

四
六
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第一六表

戦後アメリカの経済成長と景気循環の若千の特質について（瀬尾）

-^1 社資会の的有総機投的ぎ和＊1I!=:^ッ4(投th卿Do労o浩働下llau者認資Trn華本当d) 額のりす‘̀-製造工業剰なヽ製造工業数％ 余価値率％会社利潤率％
資本構成％ ％ 

1919 73.8 16.0 

192a 74.4 12.0 

1925 74.7 12.2 7.3 

1926 74.9 11.3 7.1 一~

1928 78.5 9.0 7.1 

前基後基期期準準値値のの7753 .4 
11.5 

1929 75.8 6.9 31.7 8.6 
.7 15.5 

~::: I 94.9 2.5 

I 
74.5 7.2 

I 
(-) 

I 
（一）

84.1 7.9 87.6 6.3 17.4 4.8 

1944 I 92.l I 3.4 I 99.5 I 5.3 I 32.2 I 19.9 
1946 77.0 13.0 77.2 7.1 21.9 10.4 

1947 78.0 12.7 71.9 7.9 28.7 13.6 

1948 73.9 16.0 74.9 8.8 34.3 16.1 

1949 77.8 12.6 78.8 9.7 33.2 14,8 

1950 70.8 17.9 83.1 10.4 38.5 17.2 

1951 71,5 17.3 84.3 11.2 認．2 17.6 

1952 75.3 14.4 82.5 12.0 30.ii 14.2 

1953 76.5 13.8 79.3 27.6 

1954 76.9 13.4 80.2 24.7 

1955 74.2 15.4 83.3 

1956 74.2 15.9 79.0 

四
七

V 
Source, ・1=―XlOO＝民間賃金俸給支払額＋頃民間国内投資a皇設支出十設備支出＋在庫変動）

.;c, c+v 
十民間賃金俸給額）XlOO。Surveyof Current Business, op. cit. p.p. 8~9, 1929年以前は,Economic 
Almanac, op. cit. p.424, p.434より算出。但しVには重役報酬を含みかつCには企業間原料取引延

が欠落しているので近似値たるに止まるo尚住宅建設を含むが営利として多く建築が行われてる故控

除しなかった。 2＝民間国内投資十GNPXlOO。Surveyof Current Business, op. cit. p.8-'-9, 1929 

年以前は． S.Kuznets, op. cit. p. 269 Table 37より。 GNPには政府購買支出を含むが，政府資本形

I 
成はネグリジプルである故民間投資を以て総資本を代表せしめた。この概念ほーーを現わすものとみ

△Y 

従って限界概念である。 3＝竺XlOO＝（国民所得ー（非会社事業所得＋民間賃金俸給）＋問接事業税
ゞ v

｝＋民間賃金俸給XlOO。この可除数Ml文法人利潤＋地代所得＋純利子＋間接事業税＋軍人政府賃金俸

給にひとしい。 Surv町 ofCurrent B11Sines, op. cit. p.8-11。 4の投下資本とは全資産 assetマイ

ナス公債及他の会社債への投資額。 EconomicAlmanac, op. cit. p.p.297~8, 5＝賃金俸給＋（法人税

＋税後利潤）XlOO。EconomicAlmanac, op. cit. p.226, 6=（法人税十税後利潤）＋投下資本額XlOO。

Economic Almanac, op. cit. p.294, p.297, p.226により雰出。 19“年度は Eco.Almanac, 1954, 
p.318, p.349により純所得＋投資額XlOO。

（注） ＾ ^  1 の数値の低下は有機的構成の高度化を示す。 5 は 3 と対比しえない。

` ̀~ 
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投
資
率
の
変
動
が
景
気
変
動
に
と
っ
て
規
定

ハ

的
意
義
を
有
す
る
以
上
蓄
稽
内
部
の
不
安
定
要
因
こ
そ
よ
り
体
制
本
質
的
な
も
の
と
い
い
得
る
の
で
あ
っ
て
、
各
種
の
安
定
的
要
因
は

反
対
に
作
用
す
る
緩
和
的
要
因
た
る
に
止
ま
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
量
的
比
重
の
平
衡
力
と
し
て
の
役
割
を
充
分
確
認
し
つ
つ

も
尚
こ
こ
に
ア
メ
リ
カ
経
済
の
当
面
す
る
重
大
な
試
煉
の
潜
在
的
な
進
行
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
〔
注
〕

第 七 表

1 Ii言国家: 厄i S T 項総 ^ 3 1^  5 1^  3 
-政買府支購出 障安;:::、1XlOO -公設出総共建支 建支設出：：：：：--4XlOO -民資内総間投国三、5 X100 

1919 n.a. n.a. 2.0 6.3 33.0I . 13.5 14.9 

1929 n.a. n.a. 2.5 10.8 23.1 16.2 15.4 

1938 n.a. n.a. 3.4 6.9 48.6 6.7 50.7 

1948 36.6 16.0 43.7 4.8 21. 7 22.1 41.2 11.6 

1953 I 84.4 51.5 61.0 11.4 35.3 31.9 50.3 22.7 

1956 80.2 42.4 52.9 n.a. n.a. n.a. n.a. 

Source, (1) Survey of Current Business, op.cit. p.8-9, (2)Economic Almanac, 

op.cit. p.161, (3) ibid., Survey of Current Business, op. cit. 1919年は Eco.

Almanac, op. cit p.435より算出。

第一八表

資本財支出％I1929 I 1933 I 1940 l~ln~ DemandI Needs DemandI Needs 

全体 100.0I 100.0 I 100.0 I 100.0 I 100.0 I 100.0 I 100.0 

民間 85.3 I 65.7 I 77.0 I 86.0 I 77.5 I 84.2 I 79.3 

政府 14.7 I 34.3 I 23.o I 14.o I 22.5 I 15.8 I 20.1 

Source, American Needs and Resource, 1955, p.932 Table 352, Demandとは

"likely want to spent it"を Needsとは “oughtto spend it"示す。 (ibid.p. 

924-925) 

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

安
定
的
作
用
力
の
綜
合
的
効
果
と
し
て
は
、

体
と
し
て
相
拮
抗
す
る
二
つ
の
安
定
的
—
不

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
全

積
内
部
の
矛
盾
に
充
分
な
関
心
が
払
わ
れ
な

「
永
久
繁
栄
」
論
に
塗
り
つ
ぶ
し
得
な
い
蓄

力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
が
他
面
に
は
単
純
な

す
る
に
至
ら
ず
併
も
市
場
面
で
の
強
い
平
衡

い
て
生
産
面
で
の
不
安
定
要
因
は
尚
重
大
化

附
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

一
方
に
お

指
摘
さ
れ
（
第
一
八
表
）
、
以
上
の
立
論
が
裏

比
重
が
ア
メ
リ
カ
経
済
当
局
者
に
よ
っ
て
も

方
民
間
投
資
の
「
必
要
」
値
よ
り
の
過
剰
な

⑳
 
ー
・
~

い
る
が
、
現
実
の
比
重
は
計
画
に
及
ば
ず
他

四
八
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(5) 

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
千
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

山
法
人
会
社
税
は
一
九
五
六
年
の
改
正
税
率
で
は
、
普
通
税
が
1

一
五
パ
ー
セ
ソ
ト
（
一
九
五
四
年
ま
で
の
一
―

1
0
。̂

1
セ
ソ
ト
よ
り
削
減
）
、
附
加
税
が

1

一
万
五
千
ド
ル
以
上
の
課
税
対
象
所
得
に
つ
き
一
三
。
＾
ー
セ
ソ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

図

cf:
M. F
r
i
e
d
m
a
n
 &
 others, 
T
h
e
 P
r
o
b
l
e
m
 of E
c
o
n
o
m
i
c
 Instability, 
in A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
i
c
 R
e
v
i
e
w
,
 Sept. 

1950, 
R
e
p
r
i
n
t
e
d
 in H
a
n
s
e
n
 &
 C
l
e
m
e
n
s
e
,
 R
e
a
d
i
n
g
s
 a
n
 B
u
s
i
n
e
s
s
 C
y
c
l
e
s
 a
n
d
 N
a
t
i
o
n
a
l
 I
n
c
o
m
e
,
 p.563. 

③

J
.
R
•
H
i
c
k
s

の
挙
げ
て
い
る
数
字
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
九
年
ア
メ
リ
カ
で
は
最
富
裕
層
に
属
す
る
人
口
の0
•
一
。
＾
ー
セ
ン
ト
が
全
財
産
所
得
の

五一
1

1

。
＾
ー
セ
ン
ト
を
所
有
し
て
い
る
と
申
告
さ
れ
て
い
る
。

(Hicks,
T
h
e
 Social F
r
a
m
e
w
o
r
k
 of t
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
,
 2nd. 

ed. 
p.222ー
3
T
a
b
l
e
 XII)
ま
た

V.
P
e
r
l
o
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
八
年
に
内
国
歳
入
局
に
申
告
さ
れ
た
配
当
総
額
の
六
五
。
＾
ー
セ
ン
ト
は
最

高
所
得
層
に
属
す
る
全
人
口
の
一
。
＾
ー
セ
ン
ト
の
所
有
に
属
し
、
ま
た
株
式
で
は
最
高
所
得
層
に
属
す
る

O• 
1

。
＾
ー
セ
ン
ト
の
人
々
が
全
体
の
三

五
。
＾
ー
セ
ソ
ト
を
、
一
。
＾
ー
セ
ソ
ト
の
人
々
が
六
五
。
＾
ー
セ
ン
ト
を
所
有
し
て
い
る
。

(Perlo,
T
h
e
 I
n
c
o
m
e
 R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
`
1
9
5
4
駒
津
栄
訳

―
-
＝
頁
、
九
六
頁
、
一0
八
頁
。
）
S
•
K
u
z
n
e
t
s
の
推
算
に
よ
っ
て
も
配
当
総
額
の
七
七
。
1^

セ
ン
ト
は
最
高
所
得
層
で
あ
る
全
人
口
の
五
。
1^

セ
ソ
ト
に
よ
り
所
有
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

(Kuznets,
S
h
a
r
e
s
 of 
U
p
p
e
r
 I
n
c
o
m
e
 G
r
o
u
p
 in I
n
c
o
m
e
 a
n
d
 S
a
v
i
n
g
,
 1952)

か

く
し
て
配
当
率
の
低
下
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
所
得
分
配
に
い
く
ら
か
の
修
正
的
効
果
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
右
の
数
字
は
株
主
数
の
誇

示
さ
れ
て
い
る
如
き
増
大
が
資
本
所
有
分
布
に
何
の
根
本
的
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

山
個
人
的
純
貯
菩
の
個
人
所
得
に
対
す
る
比
率
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
み
ら
れ
る
通
り
戦
後
に
は
二

0
年
代
に
比
し
て
大
き
く
低
下
し
て
い
る
。

彩

(
E
c
o
n
o
m
i
c
A
l
m
a
n
a
c
,
 op. 
cit. 
p.443) 
A•H•Hansen 

!
J
,よれ
ば
、
配
当
制
限
•
利
子
率
引
下
げ
、

5

2

4

1

8

9

4

 

1
6
1
2
1
0
1
4
0
5

社
会
保
障
制
度
な
ど
の
所
得
分
配
の
不
均
衡
是
正
政
策
ほ
、
他
面
に
お
い
て
社
内
金
融
・
年
金
保
険
基
金
の

増
大
な
ど
投
資
フ
ァ
ソ
ド
と
し
て
の
社
会
的
貯
蓄
の
増
大
を
伴
い
、
か
く
て
も
は
や
安
定
(11
所
得
分
配
の

年1
9
2
3
9
2
9
9
4
6
9
4
8
9
5
3
9
5
5

平
等
化
）
は
進
歩
(11
高
い
投
資
率
）
と
阿
立
し
得
、
「
資
本
形
成
の
適
当
な
量
を
保
証
す
る
に
は
一
九
世
紀

的
な
所
得
の
高
度
な
集
中
や
個
人
的
貯
蓄
の
み
へ
の
依
存
を
必
要
と
し
な
い
」
と
さ
れ
る
。

(
H
a
n
s
e
n
,

1

9

1

9

1

1

1

1

1

 

T
h
e
 A
m
e
r
i
c
a
n
 E
c
o
n
o
m
y
,
 p.11)
こ
の
よ
う
な
貯
蓄
の
性
格
の
変
化
は
注
意
す
ぺ
き
で
あ
る
が
し
か
し
所
得
分
配
是
正
の
微
温
的
性
格
と
と

も
に
こ
の
社
会
的
貯
蓄
が
生
産
手
段
の
忠
的
資
本
と
し
て
の
性
格
を
止
揚
し
な
い
限
り
そ
の
独
占
資
本
主
義
的
性
格
を
揚
棄
す
る
も
の
と
い
え
な

ぃ
。
た
だ
社
会
的
貯
蓄
の
も
つ
景
気
変
動
に
対
す
る
相
対
的
に
安
定
的
な
効
果
は
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

A
•
H
a
n
s
e
n
に
よ
れ
ば
、
社
内
金
融
の
エ
湯
及
び
設
備
投
資
支
出
に
対
す
る
比
率
ほ
、

四
九

一
九
1

-

―
―
一
ー
一
九
二
九
年
に
ほ
九
一
。
＾
ー
セ
ン
ト
、



ム62

九一
-

1

六
ー
三
七
年
に
は
八
五
。
＾
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、

(
H
a
n
s
e
n
,
Fisical 
Policy a
n
d
 B
u
s
i
n
e
s
 Csycle, 
1941 
p.241
都
留
重
人
訳
二
六

〇
—
一
頁
よ
り
算
出
）
一
九
四
六
ー
一
九
五
五
年
に
は
、
合
名
会
社
と
個
人
事
業
を
除
く
事
業
会
社
の
工
場
、
設
備
へ
の
新
規
投
資
は
二
千
億
ド
ル

で
あ
り
全
投
資
の
一
t一
分
の
二
を
占
め
た
が
そ
れ
は
内
部
資
金
に
よ
っ
て
充
分
に
融
資
さ
れ
た
。

(
H
a
n
s
e
n
,

T
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
E
c
o
n
o
m
y
,
 

p.35) 

⑥

K
.
 M
a
r
x
,
 D
a
s
 K
a
p
i
t
a
l
 ]I. 
s.278~9.(
長
谷
部
訳
日
評
版
第
九
分
冊
ニ
―
ニ
ー
―
―
一
頁
）
。

m
こ
の
点
は
別
に
展
開
さ
れ
る
ぺ
き
重
要
な
恐
慌
論
上
の
一
論
点
を
形
成
す
る
。
こ
こ
で
は
取
り
敢
え
ず
次
の
古
典
的
箇
所
の
指
摘
に
止
め
、
別
に

全
面
的
検
討
の
奉
会
を
侠
ち
た
い
。

a.a.O.s.
2
8
0
~
2
8
6
 (
前
掲
訳
書
ニ
ー
四
頁
—
ニ
ニ0
頁
）
。

J
.
M
•
K
e
y
n
e
s
,

G
e
n
e
r
a
l
 T
h
e
o
r
y
 of 

E
m
p
l
e
y
 m
e
n
t
,
 Interest a
n
d
 m
o
n
e
y
,
 p.313. 
P.315(
塩
野
公
1

訳
一
二
五
三
頁
。
三
五
六
頁
）
。

⑧

戦

後

の

1
1
0年
代
に
比
し
て
の
資
本
係
数
の
低
位
に
つ
い
て
ほ

D
e
w
h
u
r
s
t
,
A
m
e
r
i
c
a
'
s
 N
e
e
d
s
 a
n
d
 R
e
s
o
u
r
c
e
,
 p.823. 
F
i
g
u
r
e
 100 

（
拙
稿
「
戦
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
構
造
」
間
西
大
学
商
学
論
集
第
一
巻
第
四
号
所
収
一

0
六
頁
第
二
六
表
）
に
よ
り
明
示
さ
れ
て
い
る
。

(

A•H•Hansen, 

op. 
cit. 
p.136. 

皿
加
速
的
償
却
に
対
す
る
政
策
的
援
助
と
し
て
は
、
一
九
五
四
年
に
会
社
利
潤
に
対
す
る
超
過
利
潤
税
が
廃
止
さ
れ
、
一
九
五
六
年
に
法
人
税
率
引

下
げ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
特
別
償
却
方
式
（
定
率
法
11
遥
減
残
高
法
、

declining
D
a
l
a
n
c
e
 m
e
t
h
o
d
延
年
数
法
1
1
級
数
逓
減
法
、

s
u
m
、of-the

years-digits 
m
e
t
h
o
d
.
)
の
採
用
な
ど
に
よ
っ
て
利
潤
の
内
部
留
保
を
促
進
し
、
置
換
支
出
を
早
期
化
、
過
大
化
し
て
い
る
。

H
a
n
s
e
n
/l
よ
れ
ば

そ
の
程
度
は
住
宅
の
平
均
耐
用
年
数
一
五
年
、
エ
湯
一

0
年
、
機
械
二
年
が
一
般
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

(
H
a
n
s
e
n
,
op. 
cit. 
p.135) 

a
 
ibid. 
p.135.
人
為
的
に
促
進
せ
ら
れ
た
加
速
的
償
却
は
「
生
産
能
力
の
大
き
な
割
合
を
比
較
的
新
し
い
ま
だ
役
に
立
つ
工
場
と
機
械
を
単
に
廃

物
化
す
る
た
め
に
費
消
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
「
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
人
為
的
な
『
新
品
』
の
た
め
に
支
払
う
代
価
は
必
然
的
に
消
費
者
財
貨
の
よ
り

低
い
産
出
で
あ
ろ
う
。
」
生
産
の
た
め
の
生
産
の
増
大
と
消
費
の
相
対
的
に
局
限
さ
れ
た
基
礎
と
の
矛
盾
は
こ
こ
に

H
a
n
s
e
n
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

四

J
.
M
•
K
e
y
n
e
s
,

p.100-101, p
.
1
0
4
1
1
0
5
 (
塩
野
＜
谷

1ル
十
九
訳
―
―
四
ー
｀
六
頁
、
一
―
九
頁
。
）

⑬

G
.
W
.
 T
e
r
ぎ
r
g
h

i
l
よ
れ
ば
、
戦
後
の
管
理
的
実
践
上
の
革
新
と
し
て
長
期
資
本
支
出
計
画
と
体
系
的
資
本
予
算
作
成
が
中
小
企
業
に
お
い

て
さ
え
も
時
代
の
要
請
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
現
在
の
決
定
の
流
れ
に
対
す
る
測
定
手
段
た
り
え
ず
、
過
去
の
決
定
の
現
在
効

果
の
測
定
に
限
ら
れ
る
故
に
限
ら
れ
た
効
果
し
か
も
た
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
T
e
r
b
o
r
g
h
,
B
u
s
i
n
e
s
s
 I
n
v
e
s
t
m
e
n
t
 for Stability 

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
環
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

五
〇
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第一九表

|3岱翡臼詞丑詞3非法人3 ig 芸冒投4)grg[ 
利潤 利潤 者賃金

会社事農家所得＇利子所得
渠所得 I すと資百

とすが P
—I C) 

I :：： ：．: :： | :：: 1:| ：： ;、i[ ! ］ i 
：—-ー：：―-三：•-一1:|1:|:-I-［： E印
- - -- - - --

厄'19391 100 1 1001001 1001001 100 
・ー に現数と民｀
つのでさ間切
い条あれ企 8

1943 I 384 I 394 I 180 l 148 I 265 I 80 て件りて業思
ー いを‘いのミ

1946 I 100 I 100 I 100 I 100 I 100 I 100 えなかるみ;:;・
ばすつ゜

][ 19s3 I 164 I 216 I 164 I 12a I 96 I 280 I ,大資
なぇ
ら念

1956 I 190 I n.a. ※188 I 132 I 84 I 384 第衆本 ずは・
ー的制 国 S
九消生

1929 I 100 I n.a. I 100 I 100 I 100 I 100 表費産
家ご
的”

｀ 
1956 I 448 I n.a. ※ 3291318119411861 tこ的様 政

よ甚式 策る
C 

＾ ＾ り礎の に→Source,.!, Survey of Current Buslnes, op. cit. p.8-9, t I S． 明＾本お℃
ら
| l 

Kuznets, op. cit. p.358-9 Table 74 I[ 以下 EconomicAlmanac． 所性 い。;... 
かとてい
＾ 得op. cit. p.247, p.450, ! I Kuznets, op. cit. ll以下 Almanac, な水し も 1;••T 1':::~.,: 如紺！て -,と

~ I Kuznets op. cit. p.336-7 Table 64 I[以下S.C.B. ＜、の生 可さ
民

＾ 産op. cit. p.8-9, ・s・ I Kuznets, op. cit. p.358-9 ll S.C.B. op. cit. 函

＾ 
- 利の主と

~ ibid. ※は Fed~ral Reserve Bulletin, op. cit. p.203より算出。 澗巴条 芭ヽ
シ 量と件

足 ののを社雷
い質'-'れ慌的的て利のたし成内な 会
て的

資
うの矛にい潤矛るて長在す の本

は理こる必盾措る量盾生よ率的利 未叶
別論この然 11 定こがの産りは矛潤
に的でで性恐せと景実力大他盾量 の

悶蘊
独区のあへ慌らを気在ときのがを の採
2 立別基るののれ示のを後く大景規 ジ用
九のの礎°条実たし態投者‘衆気定 レと
五考 J:.的 件在体て様影のこ的変的 ン現
七案に動 ＾的制いにし函れ所動動 ご実
．を立因 塁基内るよて数に得 11 機 の
一試ちと ツ雙部のりいたよ水恐と t&. フ
。み後副 の前ので大るるつ準慌す のア
．た者次 存者基あきの梢てののる でン
ーし；の的 在ッ礎つくみ喪前成実資 ぁド
六 役動 がお的て影な的者長在本 を支
ジ 判j因 実よな‘響ら基の率的若 出
にと 証び内理さず礎函に基旅 ＾ は と
つの さ恐在論れ‘と数比礎を ．の

戦
後
ア
メ
リ
カ
の
経
済
成
長
と
景
気
循
現
の
若
干
の
特
質
に
つ
い
て
（
瀬
尾
）

op. cit. 

五




